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日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
六
二
）

四　

検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の
責
任

五　

削
除
権
の
法
的
構
成

六　

削
除
権
を
確
立
す
る
た
め
の
今
後
の
方
策

一　

は
じ
め
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
発
展
は
、
情
報
伝
達
に
大
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
か
つ
て
は
、
一
個
人
が
大
量
の
人
々
に
対
し
同
時
に
情

報
を
発
信
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
人
々
の
声
は
マ
ス
コ
ミ
に
よ
り
代
弁
さ
れ
て
い
た
。
憲
法
が
言
論
・
出
版
の
自
由
の
権
利
を
保

障
し
、
メ
デ
ィ
ア
に
携
わ
る
者
は
少
な
か
ら
ず
と
も
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
、
情
報
発
信
と
発
信
情
報
に
責
任
を
負
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
安
価
で
高
速
、
高
品
質
、
高
機
能
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
手
に
入
れ
た
情
報
の
受
け
手
で
あ
っ

た
個
々
人
が
、
掲
示
板
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
発
信
源
の
地
位
を
手
に
入
れ
た
。
こ
れ

ま
で
の
現
実
世
界
で
は
権
利
と
義
務
と
生
身
が
存
在
す
る
が
、
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
で
は
、
生
身
の
存
在
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
意
識
だ

け
で
存
在
で
き
る
世
界
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
世
界
に
、
自
ら
が
発
信
す
る
情
報
に
は
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
者
が
解
き
放
た
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
低
価
値
な
情
報
が
氾
濫
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し

て
情
報
に
対
す
る
無
責
任
（
例
え
ば
、
匿
名
）
さ
が
生
ま
れ
、「
ネ
ッ
ト
デ
マ
」
を
許
す
風
潮

（
1
）

す
ら
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ヤ
フ
ー
の
「
検
索
結
果
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
有
識
者
会
議
報
告
書

（
2
）

」
に
よ
れ
ば
、「
一
般
的
な
ニ
ュ
ー
ス
や
情
報
源
別
の
信
頼

度
の
調
査
に
お
い
て
、
伝
統
的
な
メ
デ
ィ
ア
を
凌
い
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
サ
ー
ビ
ス
が
最
も
信
頼
度
が
高
い
」
と
す
る
調
査
結
果

六
二



個
人
情
報
保
護
の
為
の
検
索
結
果
に
対
す
る
削
除
権
（
水
野
）

（
六
三
）

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
調
査
結
果
は
に
わ
か
に
信
じ
が
た
い
。
新
聞
を
購
読
せ
ず
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
持
た
ず
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
し
か
持
っ
て
い
な
い
者
が
ど
こ
か
ら
情
報
を
入
手
す
る
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。W

ikipedia

の
信
頼
性
が
話
題
に
な
っ

て
久
し
い
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
集
め
ら
れ
た
元
の
発
信
源
が
保
証
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
情
報
の
信
頼
度

が
高
い
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
少
年
に
よ
る
あ
る
殺
人
事
件
が
起
き
た
時
、
事
件
を
伝
え
る
報
道
が
な
さ
れ
る
や
い
な
や
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
上
に
容
疑
者
の
実
名
と
し
て
同
じ
名
前
が
間
を
置
か
ず
何
度
も
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
、

内
容
が
検
証
さ
れ
な
い
ま
ま
コ
ピ
ー
さ
れ
拡
散
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う

（
3
）

。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
発
生
し
た
あ
る
名
誉
毀
損

事
件
で
は
、
行
為
者
達
は
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
無
関
係
で
あ
る
被
害
者
を
、
あ
る
殺
人
事
件
の
犯
人
と
決
め
つ
け
名
誉

毀
損
を
繰
り
返
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る

（
4
）

。

情
報
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
繋
が
る
記
憶
集
積
装
置
に
保
存
さ
れ
る
と
、
そ
の
情
報
を
完
全
に
削
除
・
消
去
し
な
い
限
り
い
つ
ま
で
も
保

存
さ
れ
、
保
存
さ
れ
た
い
か
な
る
情
報
も
い
つ
で
も
再
生
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
検
索
エ
ン
ジ
ン
は
、
こ
の
よ
う
に
保
存
さ
れ
た
前

述
の
よ
う
な
玉
石
混
淆
の
情
報
の
中
か
ら
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
く
検
索
結
果
リ
ス
ト
を
表
示
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
リ
ス
ト
に
存
在

す
る
人
格
権
を
侵
害
す
る
、
あ
る
い
は
個
人
情
報
を
暴
露
す
る
低
価
値
情
報
を
拡
散
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
拡
散
を
、「
拡
散

し
に
く
く
す
る
」
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
に
よ
る
検
索
結
果
リ
ス
ト
か
ら
の
リ
ン
ク
の
削
除
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
欧
州
連
合
司
法
裁
判
所
の
先
行
判
決
の
論
理
構
成
を
確
認
し
、
我
が
国
の
裁
判
事
例
と
比
較
し
、
検
索
エ
ン
ジ

ン
事
業
の
事
業
内
容
を
通
し
そ
の
責
任
を
確
認
し
、
自
己
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
基
づ
く
デ
ー
タ
主
体
に
よ
る
検
索
結
果
リ
ス
ト
か
ら

の
削
除
を
要
求
す
る
権
利
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

六
三



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
六
四
）

二　

欧
州
連
合
司
法
裁
判
所
先
行
判
決

（
5
）

1　

事
実
概
要

二
〇
一
四
年
五
月
い
わ
ゆ
る
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
を
認
め
た
司
法
判
断
と
し
て
、
欧
州
連
合
司
法
裁
判
所
（
以
下
、
欧
州
裁
判
所
）
の

「
先
行
判
決

（
6
）

」
が
マ
ス
コ
ミ
で
報
じ
ら
れ
た
。
事
件
の
概
要
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
人
の
ゴ
ン
ザ
レ
ス
（M

ario C
osteja G

onzàlez

）
氏
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
日
刊
紙
「
ラ
・
バ
ン
グ
ア
ル
デ
ィ
ア
（L

a 

V
anguardia

）」
と
グ
ー
グ
ル
本
社
（
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）、
グ
ー
グ
ル
ス
ペ
イ
ン
を
相
手
取
り
、
二
〇
一
〇
年
三
月
五
日
に
、

ス
ペ
イ
ン
デ
ー
タ
保
護
機
関
（A

gencia E
spañola de P

rotección de D
atos: A

E
P
D

）
に
以
下
の
よ
う
な
異
議
を
申
し
立
て
た
。

申
し
立
て
に
よ
る
と
、
ゴ
ン
ザ
レ
ス
氏
は
社
会
保
険
料
を
滞
納
し
不
動
産
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
。
一
九
九
八
年
一
月
一
九
日
と

同
年
三
月
九
日
付
け
の
「
ラ
・
バ
ン
グ
ア
ル
デ
ィ
ア
」
の
紙
面
に
そ
の
不
動
産
の
差
押
・
競
売
手
続
き
を
公
示
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
社
会
保
険
料
債
務
は
弁
済
さ
れ
、
同
氏
に
関
す
る
差
押
・
競
売
手
続
き
は
解
決
済
み
と
な
っ
た
が
、
一
〇
年
前
の
公
示
記
事
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
グ
ー
グ
ル
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
で
利
用
者
が
同
氏
の
氏
名
で
検
索
す
る
と
、
検
索
結
果
リ
ス
ト
に
こ
の
新
聞
社
の

公
示
記
事
が
表
示
さ
れ
て
し
ま
う
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ゴ
ン
ザ
レ
ス
氏
は
、
①
新
聞
社
に
対
し
、
ゴ
ン
ザ
レ
ス
氏
に
関
す
る
不
動

産
差
押
競
売
手
続
き
の
公
示
に
関
す
る
同
日
付
の
電
子
版
記
事
の
削
除
ま
た
は
修
正
を
す
る
こ
と
、
②
グ
ー
グ
ル
本
社
、
グ
ー
グ
ル
ス
ペ

イ
ン
に
対
し
、
同
氏
に
関
す
る
個
人
デ
ー
タ
を
削
除
し
ま
た
は
隠
す
こ
と
で
、
そ
の
デ
ー
タ
が
検
索
結
果
に
含
ま
れ
ず
、
同
新
聞
の
公
示

に
関
す
る
記
事
が
検
索
結
果
リ
ス
ト
に
表
示
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
七
月
三
〇
日
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ｐ
は
、
①
に
関
し
て
は
、
新
聞
紙
上
へ
の
差
押
・
競
売
に
関
す
る
公
示
の
掲
載
は
、
多
く
の
入

六
四



個
人
情
報
保
護
の
為
の
検
索
結
果
に
対
す
る
削
除
権
（
水
野
）

（
六
五
）

札
者
を
確
保
す
る
た
め
に
競
売
事
実
を
周
知
す
る
目
的
で
、
労
働
厚
生
省
の
命
令
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
適
法
で
あ
り
、

削
除
修
正
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
ゴ
ン
ザ
レ
ス
氏
の
請
求
を
避
け
た
。
②
に
関
し
て
は
、「
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
事
業
者
は

デ
ー
タ
保
護
法
律
に
服
す
る
と
し
て
、
デ
ー
タ
検
出
及
び
普
及
が
デ
ー
タ
保
護
基
本
権
及
び
広
義
に
お
け
る
人
間
の
尊
厳
を
損
な
い
う
る

と
考
え
る
場
合
、
Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｄ
が
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
に
対
し
デ
ー
タ
の
削
除
及
び
デ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
禁
止
を
要
請
す
る
権
限
を

有
す
る

（
7
）

」
と
し
て
、
グ
ー
グ
ル
本
社
、
グ
ー
グ
ル
ス
ペ
イ
ン
に
対
し
て
、
検
索
結
果
か
ら
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
公
示
に
関
す
る
新
聞
へ

の
リ
ン
ク
の
表
示
の
削
除
を
命
令
し
た
。

グ
ー
グ
ル
本
社
と
グ
ー
グ
ル
ス
ペ
イ
ン
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ｐ
の
決
定
を
不
服
と
し
て
、
ゴ
ン
ザ
レ
ス
氏
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ｐ
を
相
手
取
っ
て
こ
の
決

定
の
取
り
消
し
を
ス
ペ
イ
ン
全
国
管
区
裁
判
所
（A

udiencia N
acional de E

spana

）
に
提
訴
し
た
。
同
裁
判
所
は
、
二
〇
一
二
年
二
月

二
七
日
の
決
定
に
よ
り
、「
デ
ー
タ
保
護
指
令

（
8
）

」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
欧
州
裁
判
所
に
先
行
判
決
を
求
め
た
。

2　

先
行
判
決
要
旨

本
件
の
争
点
は
、
⑴
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
は
「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
の
適
用
を
受
け
る
「
管
理
者
」
か
、
⑵
グ
ー
グ
ル
ス
ペ
イ
ン
社

は
グ
ー
グ
ル
本
社
の
「
事
業
所
」
で
あ
り
、「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
の
地
理
的
適
用
範
囲
を
満
た
す
か
、
⑶
デ
ー
タ
の
削
除
権
お
よ
び
異

議
申
立
権
に
基
づ
く
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の
責
任
の
範
囲
、
⑷
デ
ー
タ
主
体
の
権
利
の
範
囲
で
あ
っ
た
。

争
点
⑴　

本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
作
業
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
よ
っ
て
発
見
、
索
引
化
、
記
録
さ
れ
、
利
用
者
に
提
供
さ
れ
る

デ
ー
タ
、
同
様
に
特
定
の
あ
る
い
は
特
定
化
さ
れ
う
る
自
然
人
の
情
報
に
、
デ
ー
タ
保
護
指
令
二
条
ａ
（
個
人
デ
ー
タ
）
の
意
味
で
の

「
個
人
に
関
す
る
デ
ー
タ
」
が
存
在
す
る
事
は
明
白
で
あ
る
。

六
五



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
六
六
）

自
動
的
に
、
連
続
的
に
系
統
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
開
示
さ
れ
た
情
報
を
余
す
こ
と
な
く
調
べ
る
と
い
う
方
法
で
、
検
索
エ
ン
ジ
ン

事
業
者
は
、
後
に
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
化
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
分
類
し
、
記
録
し
、
体
系
化
し
、
自
ら
の
サ
ー
バ
上
に
保
管
し
、
あ
る
い
は

検
索
結
果
の
形
で
利
用
者
に
移
転
し
、
供
給
す
る
為
の
、
個
人
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
。
こ
の
作
業
は
デ
ー
タ
保
護
指
令
二
条
ｂ

（
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
）
に
例
示
的
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
が
、
他
の
種
類
の
情
報
の
場
合
に

同
様
の
作
業
を
実
行
す
る
か
否
か
、
そ
し
て
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
が
、
こ
の
情
報
と
個
人
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
区
別
す
る
か
ど
う

か
を
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
、
作
業
は
、
こ
の
規
定
の
意
味
に
お
け
る
「
処
理
」
に
分
類
さ
れ
る
。

検
索
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
行
わ
れ
る
個
人
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
処
理
は
、
源
の
デ
ー
タ
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
制
作
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
処
理
と
区
別
さ
れ
、
追
加
的
に
行
わ
れ
る
。

検
索
エ
ン
ジ
ン
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
利
用
し
な
け
れ
ば
デ
ー
タ
主
体
の
情
報
が
公
開
さ
れ
て
い
る
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
発
見
で
き
な

か
っ
た
ネ
ッ
ト
利
用
者
に
、
デ
ー
タ
主
体
の
氏
名
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
検
索
す
る
こ
と
で
、
情
報
入
手
を
可
能
に
す
る
。
こ
の
機
能
は

個
人
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
世
界
的
な
拡
散
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
。

さ
ら
に
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
利
用
者
に
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
公
開
さ
れ
た
情
報
の
集
積
は
、
自
然
人
の
氏
名
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
実
行
さ
れ
た
検
索
結
果
リ
ス
ト
に
よ
る
概
観
を
手
が
か
り
に
、
検
索

エ
ン
ジ
ン
の
利
用
者
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
の
自
然
人
の
詳
細
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
作
成
で
き
る
デ
ー
タ
主
体
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
発
見
で
き
る
情
報
に
関
す
る
構
造
的
概
観
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
製
作
者
の
作
業
に
追
加
的
に
で
は
あ
る
が
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
作
業
に
よ
り
、
私
生
活
の
尊
重
と
個
人
に
関
す
る

デ
ー
タ
の
保
護
の
尊
重
は
、
著
し
く
侵
害
さ
れ
う
る
。
こ
の
作
業
の
目
的
と
手
段
を
決
定
す
る
者
と
し
て
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
は
、

六
六



個
人
情
報
保
護
の
為
の
検
索
結
果
に
対
す
る
削
除
権
（
水
野
）

（
六
七
）

そ
れ
に
起
因
し
て
資
格
と
能
力
の
あ
る
管
理
者
（
デ
ー
タ
保
護
指
令
二
条
ｄ（

9
）

）
の
範
囲
で
、
当
該
個
人
の
、
と
り
わ
け
私
生
活
の
尊
重
の
権

利
と
個
人
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
保
護
の
尊
重
の
効
果
的
、
包
括
的
保
護
が
実
際
に
実
現
さ
れ
得
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
作
業
が
デ
ー
タ
保

護
指
令
の
要
求
と
一
致
す
る
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

争
点
⑵　

検
索
の
具
体
的
作
業
を
す
る
為
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
た
サ
ー
バ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
Ｅ
Ｕ
域
外
に
存
在
し
た
と
し
て
も
、

グ
ー
グ
ル
の
支
社
あ
る
い
は
姉
妹
会
社
が
設
立
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｕ
域
内
の
国
に
お
い
て
、
グ
ー
グ
ル
の
営
業
活
動
、
例
え
ば
検
索
結
果
画

面
に
い
わ
ゆ
る
バ
ー
ナ
広
告
の
掲
載
に
よ
る
収
益
の
為
の
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
限
り
、
検
索
結
果
の
表
示
と
営
業
を
分
離
し
て
解
釈

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
デ
ー
タ
保
護
指
令
の
四
条
一
項
ａ
（
国
内
法
の
適
用
）
に
該
当
し
、
支
社
あ
る
い
は
姉
妹
会
社
が
存
在
す
る
Ｅ
Ｕ

域
内
の
国
の
「
情
報
保
護
法
」
の
適
用
を
受
け
る
と
解
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

争
点
⑶　

デ
ー
タ
保
護
指
令
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
、
と
り
わ
け
デ
ー
タ
が
不
完
全
、
あ
る
い
は
不
正
確
で
あ
る
場
合
、
デ
ー
タ

保
護
指
令
の
規
定
に
合
致
し
て
い
な
い
デ
ー
タ
の
処
理
は
、
処
理
の
為
の
管
理
者
に
よ
る
修
正
、
削
除
あ
る
い
は
遮
断
を
得
る
権
利
を
、

デ
ー
タ
主
体
に
保
障
す
る
。
デ
ー
タ
保
護
指
令
六
条
一
項
ｄ
（
デ
ー
タ
の
質　

正
確
で
あ
る
こ
と
）
に
規
定
す
る
要
件
の
不
履
行
に
関
す
る

上
述
の
説
明
は
、
例
示
的
で
あ
り
限
定
的
要
件
で
は
な
い
の
で
、
あ
る
処
理
が
、
デ
ー
タ
保
護
指
令
の
規
定
と
合
致
し
な
い
の
で
、
デ
ー

タ
保
護
指
令
に
従
っ
た
個
人
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
処
理
が
許
さ
れ
る
た
め
の
他
の
要
件
が
充
足
さ
れ
な
い
と
い
う
理
由
で
、
デ
ー
タ
主
体

に
デ
ー
タ
保
護
指
令
一
二
条
ｂ
（（
ア
ク
セ
ス
権
）
デ
ー
タ
の
修
正
、
ブ
ロ
ッ
ク
）
に
保
障
さ
れ
る
権
利
が
生
ず
る
。

歴
史
的
、
統
計
学
的
あ
る
い
は
学
術
的
目
的
用
の
個
人
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
処
理
の
為
に
、
加
盟
国
が
定
め
る
事
が
で
き
る
特
別
な
規

定
を
条
件
と
し
て
、
デ
ー
タ
保
護
指
令
の
規
定
に
従
い
処
理
の
為
の
管
理
者
は
、
個
人
的
デ
ー
タ
が
⒤
「
信
義
則
に
よ
り
適
法
な
方
法
で

処
理
さ
れ
る
こ
と
」、
ⅱ
「
規
定
さ
れ
た
明
示
的
な
適
法
な
目
的
の
た
め
収
集
さ
れ
、
そ
し
て
、
定
ま
っ
た
目
的
に
反
す
る
方
法
で
さ
ら

六
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八
）

に
処
理
さ
れ
な
い
こ
と
」、
ⅲ
「
目
的
に
合
致
し
、
目
的
の
為
に
収
集
さ
れ
、
そ
し
て
／
あ
る
い
は
、
さ
ら
に
処
理
さ
れ
、
目
的
に
と
っ

て
十
分
で
あ
り
、
超
過
し
な
い
こ
と
」
ⅳ
「
本
質
的
に
正
し
く
、
必
要
で
あ
れ
ば
最
新
の
状
態
で
あ
る
こ
と
」
Ⅴ
「
収
集
さ
れ
、
あ
る
い

は
さ
ら
に
処
理
さ
れ
る
為
の
目
的
の
実
現
の
為
に
必
要
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
長
く
は
、
デ
ー
タ
主
体
の
同
定
確
認
を
可
能
に
す
る
形
式
で

保
存
さ
れ
な
い
こ
と
」
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
処
理
の
為
の
管
理
者
は
、
上
述
の
規
定
の
要
求
を
充
足
し
な
い
デ
ー
タ
が
削
除

ま
た
は
訂
正
さ
れ
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
合
理
的
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
業
者
の
潜
在
的
困
難
さ
を
理
由
と
し
て
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
作
業
に
よ
る
私
生
活
の
尊
重
と
個
人
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
保
護
に
対
す

る
侵
害
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の
経
済
的
利
益
に
よ
っ
て
だ
け
で
は
、
デ
ー
タ
処
理
に
つ
い
て
正
当
化
さ
れ
な
い
。
検
索
結
果
リ
ス

ト
か
ら
リ
ン
ク
を
削
除
す
る
こ
と
は
、
情
報
に
応
じ
て
、
情
報
に
興
味
の
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
潜
在
的
ア
ク
セ
ス
の
正
当
な

利
益
に
作
用
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
は
、
特
に
こ
の
利
益
と
欧
州
連
合
基
本

権
憲
章
七
条
と
八
条

（
10
）

の
デ
ー
タ
主
体
の
基
本
権
と
の
間
の
相
応
な
均
衡
が
見
い
だ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
デ
ー
タ
主
体
の
こ
の
条
文

に
よ
り
保
護
さ
れ
る
権
利
は
一
般
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
利
益
よ
り
も
勝
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
均
衡
は
、
個
別

の
事
例
に
お
い
て
、
当
該
情
報
の
種
類
、
デ
ー
タ
主
体
の
私
生
活
の
機
微
性
と
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
一
般
大
衆
の
利
益
に
左
右
さ
れ
る
。

争
点
⑷　

デ
ー
タ
保
護
指
令
六
条
一
項
ｃ
〜
ｅ
（
デ
ー
タ
の
質　

ｃ
：
適
切
・
妥
当
、
ｄ
：
正
確
、
ｅ
：
目
的
）
に
記
述
さ
れ
る
要
件
か
ら
、

本
質
的
に
適
正
な
デ
ー
タ
の
当
初
の
適
法
な
処
理
は
、
目
的
の
為
に
収
集
あ
る
い
は
処
理
さ
れ
た
デ
ー
タ
が
も
は
や
不
要
と
な
っ
た
な
ら

ば
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
も
は
や
保
護
指
令
の
条
項
と
適
合
し
な
く
な
る
。
デ
ー
タ
が
時
の
経
過
を
考
慮
し
て
目
的
に
一
致
し
な
い
、

目
的
の
為
に
不
要
な
あ
る
い
は
も
は
や
十
分
で
な
い
、
あ
る
い
は
目
的
に
対
し
過
剰
で
あ
る
と
き
が
、
そ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

第
三
者
に
よ
り
適
法
に
公
開
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
リ
ン
ク
を
含
む
こ
と
が
、
そ
の
者
の
氏
名
を
手
が
か
り
と
し
て
実
行

六
八



個
人
情
報
保
護
の
為
の
検
索
結
果
に
対
す
る
削
除
権
（
水
野
）

（
六
九
）

さ
れ
た
検
索
に
関
し
て
表
示
さ
れ
た
検
索
結
果
リ
ス
ト
の
中
で
、
現
時
点
で
は
保
護
指
令
六
条
一
項
ｃ
〜
ｅ
と
合
致
し
な
い
と
い
う
こ
と

が
、
デ
ー
タ
保
護
指
令
一
二
条
ｂ
に
従
っ
て
デ
ー
タ
主
体
の
申
請
に
基
づ
い
て
立
証
さ
れ
る
な
ら
ば
、
当
該
情
報
と
検
索
結
果
リ
ス
ト
の

リ
ン
ク
は
削
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3　

考
察

⑴　
「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
の
適
用
と
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の
「
管
理
者
」
の
該
当
性
に
つ
い
て

デ
ー
タ
保
護
指
令
三
条
に
規
定
さ
れ
る
デ
ー
タ
処
理
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
、
欧
州
裁
判
所
と
法
務
官

（
11
）

と
の
間
で
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン

事
業
者
が
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
内
の
居
住
者
を
対
象
に
し
て
検
索
エ
ン
ジ
ン
サ
イ
ト
に
よ
る
広
告
収
入
を
得
て
い
る
こ
と
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
内
に
子

会
社
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
ウ
ェ
ブ
ド
メ
イ
ン
を
使
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
か
ら
Ｅ
Ｕ
域
内
に
管
理
者
を

設
置
し
た
と
み
な
し
、「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
と
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
デ
ー
タ
保
護
法
の
適
用
が
あ
る
と
す
る
点
で
一
致
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
た
。

欧
州
裁
判
所
は
、
本
件
の
場
合
、
米
国
企
業
グ
ー
グ
ル
の
ス
ペ
イ
ン
に
支
社
は
、
バ
ー
ナ
広
告
領
域
の
販
売
に
従
事
し
て
い
る
が
、
検

索
エ
ン
ジ
ン
利
用
者
の
個
人
情
報
を
扱
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
事
業
者
が
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
内
の
市
場
要
求
に
相
応
し
た
検
索
エ
ン
ジ
ン
の

宣
伝
媒
体
の
販
売
の
為
に
、
加
盟
国
内
の
宣
伝
顧
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
支
店
を
経
営
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
は
、

デ
ー
タ
保
護
指
令
四
条
一
項
の
意
味
に
お
い
て
支
社
の
機
能
の
範
囲
で
個
人
情
報
を
処
理
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
内
の
所
在

地
の
（
ス
ペ
イ
ン
の
）
デ
ー
タ
保
護
法
の
適
用
を
受
け
る
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
宣
伝
地
域
に
関
連
す
る
企
業
活
動
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
経
済
的
に
利
益
の
上
が
る
も
の
と
す
る
た
め
の
手
段
を
意
味
し
、

六
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検
索
エ
ン
ジ
ン
は
同
時
に
、
こ
の
企
業
活
動
を
実
行
可
能
な
も
の
と
す
る
手
段
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る

（
12
）

。

ま
た
、
法
務
官
は
、「
情
報
の
位
置
を
特
定
す
る
た
め
の
方
法
の
提
供
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
御
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
検
索
エ

ン
ジ
ン
事
業
者
は
、
自
ら
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
化
し
た
（
し
か
し
自
ら
運
営
し
て
い
る
の
で
は
な
い
）
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
そ
も
そ
も
個
人
情
報
を
含

ん
で
い
る
か
ど
う
か
す
ら
知
ら
な
い

（
13
）

。」
と
し
た
意
見
を
表
明
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
管
理
者
で
は
あ
る
が
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
作
業
が

「
個
人
の
デ
ー
タ
処
理
」
で
は
な
い
の
で
管
理
者
と
し
て
の
責
任
は
負
わ
な
い
こ
と
に
な
る
と
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
欧

州
裁
判
所
は
、
源
の
サ
イ
ト
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、「
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
自
身
に
よ
り
行
わ
れ
た
個

人
情
報
の
処
理
を
含
ん
だ
源
の
サ
イ
ト
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
化
作
業
の
手
段
と
目
的
を
決
定
す
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
検
索
エ

ン
ジ
ン
事
業
者
は
、
デ
ー
タ
保
護
指
令
二
条
ｄ
の
意
味
で
こ
の
処
理
の
管
理
者
と
み
な
さ
れ
る
」
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
欧
州
裁
判
所
の
判
断
に
対
し
て
は
、
ニ
ュ
ー
ス
配
信
事
業
者
、
ま
と
め
サ
イ
ト
の
運
営
者
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
情
報
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
個
々
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
も
情
報
の
処
理
の
為
の
管
理
者
と
見
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
批
判
が
あ
る

（
14
）

。

⑵　

検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の
管
理
者
と
し
て
の
責
任

ま
ず
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
デ
ー
タ
の
拡
散
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
検
索

結
果
の
提
供
に
よ
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
制
作
・
管
理
者
と
比
較
し
、
加
重
的
に
私
生
活
の
尊
重
と
個
人
デ
ー
タ
の
保
護
の
基
本
権
に
影

響
を
与
え
る
。
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
デ
ー
タ
保
護
指
令
九
条
（
免
責
）
に

該
当
し
な
い
事
に
な
る
。
よ
っ
て
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
に
は
公
益
性
は
な
く
、
経
済
的
利
益
の
存
在
し
か
認
め
て
い
な
い
と
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
は
、
デ
ー
タ
保
護
指
令
二
条
ｄ
に
規
定
さ
れ
る
「
管
理
者
」
で
あ
る
か
ら
、
同
指
令
を
遵
守
す

る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
業
者
は
、
デ
ー
タ
が
公
正
か
つ
適
法
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
を
遵
守
し
な
け
れ
ば

七
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個
人
情
報
保
護
の
為
の
検
索
結
果
に
対
す
る
削
除
権
（
水
野
）

（
七
一
）

な
ら
な
い
（
同
指
令
六
条
）。
六
条
ｄ
は
例
示
的
列
挙
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
デ
ー
タ
主
体
に
一
二
条
ｂ
に
よ
る
デ
ー
タ
の
修

正
、
削
除
又
は
遮
断
の
権
利
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
は
、
デ
ー
タ
主
体
の
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
へ
の

修
正
、
削
除
、
遮
断
の
要
求
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

⑶　

デ
ー
タ
主
体
の
権
利

欧
州
裁
判
所
の
判
示
に
よ
れ
ば
、
デ
ー
タ
主
体
は
、
デ
ー
タ
主
体
の
デ
ー
タ
の
処
理
に
関
し
て
、
そ
の
処
理
が
、
と
り
わ
け
、
そ
の

デ
ー
タ
が
不
完
全
あ
る
い
は
不
正
確
で
あ
る
な
ら
ば
、
指
令
に
適
合
し
な
い
デ
ー
タ
の
修
正
、
削
除
、
遮
断
を
管
理
者
に
要
求
で
き
る
。

さ
ら
に
デ
ー
タ
保
護
指
令
一
四
条
（
拒
否
権
）
に
よ
り
、
デ
ー
タ
処
理
に
対
し
て
拒
絶
の
異
議
を
唱
え
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
補
強

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
法
務
官
は
、「
あ
る
デ
ー
タ
主
体
が
、
有
害
な
あ
る
い
は
自
己
の
利
益
に
反
す
る
と
思
う
個
人
デ
ー
タ
の
拡
散
を
遮

断
す
る
あ
る
い
は
妨
げ
る
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
の
普
遍
的
な
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
を
指
令
は
認
め
て
い
な
い

（
15
）

」
と

い
う
意
見
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
は
、
欧
州
裁
判
所
は
、
本
件
問
題
は
、
デ
ー
タ
主
体
に
関
す
る
情
報
が
現
時
点
で
も
は

や
検
索
結
果
に
表
示
さ
れ
ず
、
も
は
や
彼
の
名
前
と
関
連
づ
け
ら
れ
な
い
と
い
う
権
利
を
デ
ー
タ
主
体
が
有
す
る
か
否
か
に
左
右
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
し
、
判
示
し
た
と
思
わ
れ
る
。

デ
ー
タ
主
体
と
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の
利
益
に
関
し
て
は
、
個
人
の
氏
名
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
検
索
が
行
わ
れ
た
場
合
、
私
的
生

活
の
尊
重
と
個
人
デ
ー
タ
の
保
護
の
基
本
権
に
大
き
な
影
響
を
与
え
う
る
。
こ
の
よ
う
な
基
本
権
へ
の
侵
害
は
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の

経
済
的
利
益
か
ら
は
正
当
化
さ
れ
な
い
。
検
索
結
果
か
ら
の
リ
ン
ク
の
削
除
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
潜
在
的
ア
ク
セ
ス
権
を
制

限
す
る
こ
と
に
な
り
得
る
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
主
体
は
、
欧
州
連
合
基
本
権
憲
章
七
条
、
八
条
に
基
づ
い
て
検
索
結
果
か
ら
の
源
の
デ
ー

七
一



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
七
二
）

タ
の
利
用
を
不
可
能
に
す
る
こ
と
を
要
請
で
き
る
の
で
、
そ
の
権
利
は
、
原
則
的
に
は
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の
利
益
、
デ
ー
タ
主
体
の

氏
名
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
検
索
結
果
を
得
る
と
い
う
公
衆
の
利
益
よ
り
も
優
越
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
た
。

結
局
、
本
先
行
判
決
は
以
下
の
点
を
示
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

ⅰ　

検
索
エ
ン
ジ
ン
の
機
能
で
は
な
く
、
経
済
的
利
益
と
い
う
点
か
ら
本
支
店
の
一
体
性
を
認
定
し
、
支
店
の
所
在
地
の
法
の
適
用
を

認
め
た
こ
と
。

ⅱ　

経
済
活
動
か
ら
出
発
し
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
活
動
を
個
人
情
報
の
処
理
と
認
め
、
事
業
主
を
「
管
理
者
」
と
み
な
し
た
こ
と
。

ⅲ　

検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
は
経
済
活
動
を
実
行
可
能
に
す
る
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
と
し
た
こ
と
。

ⅳ　

氏
名
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
場
合
の
検
索
結
果
リ
ス
ト
に
対
し
て
の
み
、
デ
ー
タ
主
体
の
権
利
行
使
を
認
め
、
他
の
キ
ー
ワ
ー
ド

に
よ
る
検
索
可
能
性
を
残
し
た
こ
と
。

ⅴ　

検
索
結
果
リ
ス
ト
か
ら
の
削
除
を
請
求
す
る
場
合
、
デ
ー
タ
主
体
に
損
害
が
発
生
し
て
い
る
必
要
は
な
い
。
源
の
サ
イ
ト
が
同
時

に
あ
る
い
は
既
に
削
除
さ
れ
て
い
る
必
要
も
な
い
。

ⅵ　

デ
ー
タ
主
体
の
権
利
（
人
格
権
）
と
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の
権
利
（
営
業
の
自
由
）
の
衝
突
と
捉
え
て
い
る
こ
と
。

ⅶ　

デ
ー
タ
が
、
処
理
の
目
的
に
適
合
し
な
い
、
目
的
の
為
に
十
分
で
な
い
、
過
剰
で
あ
る
、
最
新
の
状
態
で
な
い
、
必
要
以
上
に
長

く
保
管
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
削
除
が
可
能
と
な
る
。

七
二



個
人
情
報
保
護
の
為
の
検
索
結
果
に
対
す
る
削
除
権
（
水
野
）

（
七
三
）

三　

我
が
国
の
裁
判
事
例

1　

裁
判
事
例

検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
に
、
検
索
結
果
の
削
除
の
仮
処
分
を
命
じ
た
司
法
判
断
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。

⑴　

東
京
地
裁
決
定
（
平
成
二
六
年
一
〇
月
九
日

（
16
）

）（
事
件
一
）

概
要
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
最
大
手
「
グ
ー
グ
ル
」
で
自
分
の
名
前
を
検
索
す
る
と
、
犯
罪
に
関
わ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
検
索
結

果
が
出
て
く
る
の
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
で
あ
る
と
し
て
、
日
本
人
男
性
が
グ
ー
グ
ル
の
米
国
本
社
に
検
索
結
果
の
削
除
を
求
め
て
仮
処

分
申
請
を
行
っ
た
。

判
決
内
容
：
グ
ー
グ
ル
の
、
検
索
結
果
は
事
業
者
の
意
思
に
よ
る
結
果
で
は
な
い
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
削
除
義
務
は
原
則
と
し
て
認
め
な
い
と
す
る
主
張
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
、「
検

索
結
果
リ
ス
ト
の
タ
イ
ト
ル
及
び
ス
ニ
ペ
ッ
ト
そ
れ
自
体
か
ら
債
権
者
の
人
格
権
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
一
方
、
こ
の

よ
う
に
投
稿
記
事
の
個
々
の
タ
イ
ト
ル
及
び
ス
ニ
ペ
ッ
ト
の
記
載
自
体
を
根
拠
と
し
て
投
稿
記
事
に
つ
い
て
債
務
者
に
削
除
義
務
を
課
し

た
と
し
て
も
債
務
者
に
不
当
な
不
利
益
と
な
る
と
は
い
え
な
い
し
（
債
務
者
は
、
本
件
サ
イ
ト
に
よ
る
検
索
結
果
か
ら
債
務
者
が
違
法
と
判
断
し

た
記
事
を
削
除
す
る
制
度
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。）、
ま
た
、
他
者
の
人
格
権
を
害
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
な
記
載
を
含
む
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
検
索
で
き
る
こ
と
が
本
件
サ
イ
ト
を
利
用
す
る
者
の
正
当
な
利
益
と
も
い
い
難
い
。
よ
っ
て
、
債
務
者
の
上
記
主
張
は
採
用

で
き
な
い
」。「
ま
た
、
債
務
者
は
、
本
件
サ
イ
ト
の
検
索
結
果
の
リ
ン
ク
先
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
管
理
者
に
削
除
を
求
め
れ
ば
権
利
救
済

と
し
て
足
り
る
か
ら
、
債
務
者
に
検
索
結
果
に
つ
い
て
の
削
除
義
務
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
旨
主
張
す
る
が
、
本
件
投
稿
記
事
目

七
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日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
七
四
）

録
中
、
主
文
第
一
項
に
列
挙
し
た
も
の
は
、
投
稿
記
事
の
個
々
の
タ
イ
ト
ル
及
び
ス
ニ
ペ
ッ
ト
そ
れ
自
体
か
ら
債
権
者
の
人
格
権
を
侵
害

し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
サ
イ
ト
を
管
理
す
る
債
務
者
に
削
除
義
務
が
発
生
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
債
務

者
の
上
記
主
張
は
、
こ
れ
に
反
す
る
限
り
に
お
い
て
採
用
で
き
な
い
。」
と
判
断
し
、
男
性
の
訴
え
を
認
め
、
男
性
が
求
め
た
二
三
七
件

の
う
ち
、
著
し
い
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
約
半
数
の
一
二
二
件
に
つ
い
て
、
検
索
結
果
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ト
ル
と
そ
の
下
に
表
示

さ
れ
る
ス
ニ
ペ
ッ
ト
の
削
除
の
仮
処
分
を
命
じ
た
。

同
じ
く
、
こ
の
男
性
が
ヤ
フ
ー
に
削
除
を
求
め
た
仮
処
分
申
立
（
事
件
二
）
に
対
し
て
、
平
成
二
七
年
一
二
月
一
日
東
京
地
裁

（
17
）

は
、
人

格
権
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
が
客
観
的
に
認
め
ら
れ
る
検
索
結
果
に
つ
い
て
、
サ
イ
ト
管
理
者
に
削
除
義
務
が
発
生
す
る
の
は
当
然
で
あ

る
と
し
た
上
で
、
申
立
が
あ
っ
た
四
七
件
の
う
ち
一
一
件
に
つ
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
し
て
、

削
除
の
仮
処
分
を
命
じ
た
。

⑵　

さ
い
た
ま
地
裁
決
定
（
平
成
二
七
年
六
月
二
五
日

（
18
）

）

三
年
前
の
犯
罪
報
道
に
つ
き
、
検
索
結
果
の
削
除
の
仮
処
分
を
申
し
立
て
た
も
の
で
あ
る
。「
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
シ
ス
テ
ム
上
、
検
索
結

果
に
よ
り
侵
害
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
個
人
の
利
益
保
護
を
配
慮
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
更
生
を
妨
げ
ら
れ
な
い
利
益
に
つ
い
て
受
忍

限
度
を
超
え
る
権
利
侵
害
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
、
検
索
結
果
の
削
除
請
求
が
認
め
ら
れ
る
」
と
し
て
削
除
の
仮
処
分
を
命
じ
た
。

グ
ー
グ
ル
は
起
訴
命
令
を
申
し
立
て
た
。

⑶　

札
幌
地
裁
決
定
（
平
成
二
七
年
一
二
月
七
日
）

債
権
者
の
一
二
年
前
の
犯
罪
経
歴
を
ネ
ッ
ト
上
で
明
ら
か
に
す
る
利
益
が
、
こ
れ
を
公
表
さ
れ
な
い
法
的
利
益
を
上
回
っ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
と
し
て
削
除
の
仮
処
分
を
命
じ
た
。

七
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個
人
情
報
保
護
の
為
の
検
索
結
果
に
対
す
る
削
除
権
（
水
野
）

（
七
五
）

2　

考
察

我
が
国
に
は
、
個
人
情
報
の
保
護
を
明
文
化
し
た
欧
州
連
合
基
本
権
憲
章
八
条
の
よ
う
な
規
定
は
な
い
し
、「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
に

基
づ
く
個
人
情
報
保
護
法
も
な
い
。
我
が
国
の
個
人
情
報
保
護
法
は
、「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
」
と
は
、
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等

を
事
業
の
用
に
供
し
て
い
る
者
を
い
う
（
個
人
情
報
保
護
法
二
条
三
項
）
の
で
あ
り
、
単
純
に
個
人
情
報
を
扱
う
者
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

検
索
エ
ン
ジ
ン
に
よ
り
表
示
さ
れ
る
検
索
結
果
の
元
に
な
る
デ
ー
タ
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
い
え
な
い
限
り

（
19
）

、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
は

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
で
は
な
く
、
個
人
情
報
保
護
法
の
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
Ｅ
Ｕ
法
制
と
の
大
き
な
違

い
が
あ
る
。
そ
れ
故
、
検
索
結
果
と
し
て
表
示
さ
れ
た
内
容
に
よ
り
、
人
格
権
（
日
本
国
憲
法
一
三
条
）
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
、
名

誉
権
の
侵
害
が
生
じ
た
と
し
て
、
回
復
の
為
に
民
法
上
の
妨
害
排
除
請
求
（
削
除
請
求
）
と
損
害
賠
償
請
求
を
行
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
の
削
除
を
請
求
す
る
方
法
と
し
て
、
被
害
者
の
迅
速
な
権
利
保
護
に
有
効
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
削

除
請
求
訴
訟
で
は
な
く
削
除
仮
処
分
に
よ
る
の
が
一
般
的
手
法
で
あ
る
と
さ
れ
る

（
20
）

。

我
が
国
の
裁
判
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
い
ず
れ
も
仮
処
分
の
申
立
で
あ
る
。
仮
処
分
命
令
は
制
裁
金
で
担
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

実
行
が
確
保
さ
れ
る
。
Ｅ
Ｕ
の
場
合
、
検
索
結
果
か
ら
の
リ
ン
ク
の
削
除
は
、
各
国
法
に
基
づ
い
て
具
体
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
例
え
ば
、

フ
ラ
ン
ス
の
情
報
処
理
及
び
自
由
に
関
す
る
全
国
委
員
会
（C

om
m
ission nationale de l'infrom

atique et des libertes : C
N
IL

）
は
、

二
〇
一
五
年
六
月
一
二
日
に
、
グ
ー
グ
ル
に
対
し
検
索
結
果
か
ら
の
削
除
を
欧
州
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
ド
メ
イ
ン
に
お
い
て
削
除
す
る

よ
う
正
式
指
示
を
行
っ
た
が
、
一
五
日
以
内
に
グ
ー
グ
ル
が
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
一
五
万
ユ
ー
ロ
の
制
裁
金
が
科
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
我
が
国
の
仮
処
分
決
定
命
令
は
検
索
結
果
か
ら
の
リ
ン
ク
の
削
除
と
い
う
点
で
欧
州
裁
判
所
の
先
行
判
決
と
同
じ

効
果
を
も
た
ら
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

七
五



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
七
六
）

し
か
し
、
事
件
一
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
「
投
稿
記
事
の
個
々
の
タ
イ
ト
ル
及
び
ス
ニ
ペ
ッ
ト
そ
れ
自
体
か
ら
債
権
者
の
人
格
権
を
侵

害
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
サ
イ
ト
を
管
理
す
る
債
務
者
に
削
除
義
務
が
発
生
す
る
の
は
当
然
で
あ
」
る
と

判
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
検
索
結
果
に
表
示
さ
れ
た
記
述
そ
の
も
の
だ
け
か
ら
人
格
権
侵
害
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
事
件
一
に
お
い
て
は
、
債
権
者
の
主
張
に
対
し
グ
ー
グ
ル
は
十
分
な
反
証
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
裁
判

所
は
、
検
索
結
果
の
記
述
に
人
格
権
侵
害
が
あ
れ
ば
「
削
除
義
務
が
発
生
す
る
の
は
当
然
」
で
あ
る
と
し
て
、
検
索
結
果
二
三
七
件
中
、

一
二
二
件
に
つ
い
て
削
除
を
命
じ
た
。
と
こ
ろ
が
、
事
件
二
に
お
い
て
は
、
債
務
者
ヤ
フ
ー
は
、
債
権
者
が
、
一
〇
年
前
に
複
数
の
雑
誌

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
自
ら
答
え
、
反
社
会
的
集
団
の
幹
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
公
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
反
証
と
し
て
挙
げ
た
。
裁
判

所
は
、
債
権
者
は
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
で
保
護
さ
れ
て
い
る
法
的
利
益
を
放
棄
し
た
」
と
判
断
し
、
四
三
件
中
一
一
件
に
つ
い
て
の
み
削

除
を
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
（
事
件
一
、
事
件
二
は
、
同
じ
裁
判
官
に
よ
る
判
断
で
あ
る
）。
つ
ま
り
、
事
件
二
で
は
、
不
法
行
為
成
立
の
為
に

「
法
的
利
益
を
放
棄
」
し
た
と
い
う
評
価
基
準
を
加
え
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
事
件
仮
処
分
決
定
が
、
単
純
に
「
サ
イ

ト
の
管
理
者
に
は
削
除
義
務
が
あ
る
」
と
判
示
し
た
も
の
と
は
判
断
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
事
件
二
の
判
示
か
ら
す
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
最
初
に
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
が
認
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
事
例

（
21
）

の
よ
う

な
、
有
名
に
な
り
た
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
自
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
し
た
自
身
の
ヌ
ー
ド
画
像
の
コ
ピ
ー
先
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
検
索
結
果
リ
ス
ト
か
ら
の
削
除
は
、
我
が
国
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
で
保
護
さ
れ
て
い
る
法
的
利
益
を
放
棄
し
た
も
の
と
し
て
、
削

除
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
我
が
国
の
よ
う
に
、
人
格
権
に
対
す
る
不
法
行
為
と
捉
え
る
と
、
検
索
結
果
リ
ス
ト
か
ら
の
削
除

が
認
め
ら
れ
る
範
囲
が
狭
く
な
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
⑵
、
⑶
の
事
件
は
、
最
高
裁
判
所
平
成
六
年
二
月
八
日
判
決
（
い
わ
ゆ
る
「
逆
転
」
事
件
判
決
）
及
び
、
最
高
裁
判
所
平
成
一
四

七
六



個
人
情
報
保
護
の
為
の
検
索
結
果
に
対
す
る
削
除
権
（
水
野
）

（
七
七
）

年
九
月
二
四
日
判
決
（
い
わ
ゆ
る
「
石
に
泳
ぐ
魚
」
事
件
判
決
）
の
範
疇
の
事
案
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
の
責
任

1　

欧
州
裁
判
所
の
先
行
判
決
は
、
グ
ー
グ
ル
に
、
論
点
と
な
っ
て
い
な
い
「
域
内
市
場
に
お
け
る
情
報
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
法
的
側
面
、

特
に
電
子
商
取
引
の
法
的
側
面
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
指
令2000/31/E

C （
22
）

」
一
三
条
（
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
）、
一
四
条
（
ホ
ス
テ
ィ

ン
グ
）
に
規
定
さ
れ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
と
し
て
の
責
任
を
認
め
た
も
の
で
は
な
い
。
本
件
事
案
が
同
指
令
一
三
条
（
利
用
者
が
提
供
す
る
情
報

の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
の
伝
送
）
に
規
定
さ
れ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
責
任
の
問
題
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
は
、「
伝
送

の
発
信
元
の
情
報
が
削
除
さ
れ
、
若
し
く
は
そ
の
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
停
止
さ
れ
、
又
は
、
裁
判
所
・
行
政
庁
か
ら
そ
の
よ
う
な
削

除
・
ア
ク
セ
ス
停
止
の
命
令
が
出
た
事
実
を
実
際
に
知
っ
た
と
き
に
は
、
直
ち
に
蓄
積
さ
れ
た
情
報
の
削
除
・
ア
ク
セ
ス
停
止
を
す

（
23
）

る
（
24
）

」

義
務
を
負
う
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
検
索
結
果
に
係
る
デ
ー
タ
主
体
か
ら
の
直
接
の
削
除
請
求
に
応
じ
る
義
務
が
な
い
こ
と
に

な
る
。
本
先
行
判
決
は
、「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
の
解
釈
・
適
用
と
し
て
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
を
デ
ー
タ
保
護
指
令
二
条
ｄ
に
規
定

さ
れ
る
自
然
人
の
個
人
情
報
の
管
理
者
と
し
て
認
め
、
デ
ー
タ
主
体
の
情
報
管
理
権
に
基
づ
く
情
報
の
削
除
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
我
が
国
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
二
条
一
項
の
解
釈
と
し
て
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
は
、
入
力
さ
れ
た
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
し

て
、
結
果
を
返
す
の
で
あ
る
か
ら
一
対
一
の
関
係
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
二
条
一
項
の
「
不
特
定
の

者
に
よ
っ
て
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
電
気
通
信
」
に
該
当
し
な
い
と
解
す
る
余
地
が
あ
る

（
25
）

。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
検
索
エ
ン
ジ
ン

事
業
者
は
、
同
法
同
条
三
項
に
規
定
さ
れ
る
「
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
」
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
、
欧
州
裁
判
所

の
先
行
判
決
や
我
が
国
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
か
ら
、
単
純
に
「
サ
イ
ト
の
管
理
者
に
は
削
除
義
務
が
あ
る
」
と
結
論
づ
け
る
こ
と

七
七



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
七
八
）

は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
検
索
結
果
に
つ
い
て
削
除
請
求
に
応
ず
る
義
務
が
あ
る
か
否
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
に

つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2　

検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
に
関
し
て
、
検
索
結
果
は
「
自
動
的
に
機
械
的
に
」
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
を
収
集
し

て
表
示
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
検
索
結
果
に
関
し
て
公
平
、
中
立
で
あ
り
、
検
索
サ
ー
ビ
ス
は
国
民
の
知
る
権
利
に
資
す
る
も
の
で
、

社
会
的
有
用
性
が
あ
り
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
削
除
義
務
は
な
い
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
主
張
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
疑
念
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

⑴　

広
告
・
宣
伝
会
社　

グ
ー
グ
ル
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
に
つ
い
て
、
東
京
地
裁
平
成
二
五
年
一
二
月
一
六
日
判
決

（
26
）

は
、「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
国
民
が
、
自
ら
が
必
要
と
す
る
情
報
を
得
る
た
め
の
不
可
欠
な
手
段
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
に
お
い
て
は
、
検
索
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
不
可
欠
で
あ
り
、
特
に
、
本
件
△
△
検
索
サ
ー
ビ
ス
は
、
我
が
国
に
お
い

て
利
用
者
の
極
め
て
多
い
検
索
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
国
民
の
知
る
権
利
に
も
資
す
る
も
の
と
し
て
、
我
が
国
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
裁
判
所
に
顕
著
な
事
実
で
あ
る
」
と
い
う
。
し
か
し
、
グ
ー
グ
ル
は
検
索
エ
ン
ジ
ン
ば
か
り
で
な
く
、

Y
ouT

ube

（
動
画
）、Facebook

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）、
Ａ
Ｉ
研
究
な
ど
の
多
彩
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
同
社
の
メ
イ
ン
・

ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な
く
、
メ
イ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
オ
ン
ラ
イ
ン
広
告
の
販
売
普
及
で
あ
る
。
検
索
エ
ン
ジ
ン
は
、
メ
イ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
の

「
補
完
財
」
な
の
で
あ
る
。
グ
ー
グ
ル
に
と
っ
て
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
起
こ
り
う
る
す
べ
て
の
こ
と
が
メ
イ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
補
完

財
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
多
く
の
時
間
を
過
ご
し
、
多
く
の
こ
と
を
行
え
ば
、
そ
の
分
だ
け
人
々
は
広
告
を
目
に
し
、
自
分
に
関
す
る
情
報

を
さ
ら
け
出
す
こ
と
に
な
る
│
そ
し
て
グ
ー
グ
ル
社
に
は
も
っ
と
金
が
入
る
」。「G

oogle

社
の
理
念
と
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
利
害
は
、
あ
る

包
括
的
な
ゴ
ー
ル
に
お
い
て
合
流
す
る
。
そ
の
ゴ
ー
ル
と
は
、
い
っ
そ
う
多
様
な
タ
イ
プ
の
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
ウ
ェ
ブ
上
へ
と
移

七
八



個
人
情
報
保
護
の
為
の
検
索
結
果
に
対
す
る
削
除
権
（
水
野
）

（
七
九
）

動
さ
せ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
取
り
込
み
、
同
社
に
よ
る
分
類
と
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
通
過
さ
せ
、
同
社
の
呼
び
名
で
言
う
と

こ
ろ
の
「
断
片
（
ス
ニ
ペ
ッ
ト
）」
の
か
た
ち
に
し
、
で
き
れ
ば
広
告
を
付
け
た
か
た
ち
で
ウ
ェ
ブ
・
サ
ー
フ
ァ
ー
に
配
分
す
る

（
27
）

」
こ
と
な

の
で
あ
る
。
欧
州
裁
判
所
が
「
例
え
ば
検
索
結
果
画
面
に
い
わ
ゆ
る
バ
ー
ナ
広
告
の
掲
載
に
よ
る
収
益
の
為
の
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る

限
り
、
検
索
結
果
の
表
示
と
営
業
を
分
離
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
」
な
い
と
判
示
す
る
の
は
ま
さ
に
的
を
射
て
い
る
の
で
あ
る
。
検

索
エ
ン
ジ
ン
で
、
結
果
を
表
示
し
、
ク
リ
ッ
ク
さ
れ
た
サ
イ
ト
が
新
た
な
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
の
元
と
な
り
、
利
益
と
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
八
年
に
「
青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
が
整
備
さ

れ
る
ま
で
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
は
、
検
索
結
果
表
示
に
関
し
て
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
十
分
な
措
置
を
講
じ
て
こ
な
か
っ
た
し
、
チ
ャ

イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
サ
イ
ト
の
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
前
に
、
チ
ャ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
サ
イ
ト
を
検
索
結
果
リ
ス
ト
か
ら
削
除
す
る
積
極
的
、

自
主
的
な
措
置
は
講
じ
て
こ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
公
益
性
な
ど
二
の
次
の
営
利
企
業
な
の
で
あ
る
。

⑵　

検
索
エ
ン
ジ
ン
の
非
客
観
性　

二
〇
一
五
年
四
月
一
六
日
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
の
行
政
を
担
う
欧
州
委
員
会
が
、
グ
ー
グ
ル

に
対
し
、
ネ
ッ
ト
検
索
サ
ー
ビ
ス
で
約
九
割
の
シ
ェ
ア
を
握
る
支
配
的
な
地
位
を
乱
用
し
、
通
販
な
ど
の
自
社
サ
ー
ビ
ス
が
有
利
に
な
る

よ
う
検
索
結
果
を
表
示
さ
せ
、
同
業
他
社
を
市
場
か
ら
締
め
だ
し
た
と
い
う
疑
い
で
、
競
争
法
違
反
の
疑
い
が
あ
る
と
す
る
内
容
の
異
議

告
知
書
を
送
っ
た
と
発
表
し
た

（
28
）

。
こ
れ
は
、
グ
ー
グ
ル
が
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
つ
い
て
常
に
主
張
す
る
、「
検
索
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
表
示

さ
れ
る
ウ
ェ
ブ
検
索
結
果
ペ
ー
ジ
は
、
飽
く
ま
で
機
械
的
か
つ
自
動
的
に
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
グ
ー
グ
ル
が
検
索
結
果

ペ
ー
ジ
に
表
示
さ
れ
る
各
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
表
現
内
容
の
真
偽
や
是
非
を
評
価
す
る
等
し
て
介
入
す
る
余
地
は
な
い
。
検
索
サ
ー

ビ
ス
は
、
中
立
公
正
な
立
場
で
機
械
的
か
つ
自
動
的
に
ウ
ェ
ブ
検
索
結
果
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
ほ
か
な
ら
ず
、
特
定
の
表
現
行
為
を

七
九



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
八
〇
）

助
長
し
た
り
、
逆
に
隠
蔽
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い

（
29
）

」
と
す
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
。
確
か
に
検
索
エ
ン
ジ
ン
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
作

業
を
行
う
と
き
は
機
械
的
で
あ
っ
て
も
、
人
間
が
作
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
で
あ
る
か
ら
恣
意
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
て
当
た
り
前
な
の
で
あ
り
、
検
索
結
果
が
客
観
的
で
あ
る
と
い
う
の
は
誤
解
で
あ
る
。

⑶　

利
己
性　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
過
去
の
記
事
が
削
除
さ
れ
な
い
こ
と
に
関
し
、
エ
リ
ッ
ク
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
（
グ
ー
グ
ル
の
親

会
社
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
社
現
会
長
）
は
、「
青
年
期
に
蓄
積
し
た
情
報
か
ら
脱
す
る
為
に
、
名
前
を
変
え
ら
れ
る
日
が
来
る
だ
ろ
う
」
と

ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
（
二
〇
一
〇
年
八
月
一
四
日
付
け
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い
る

（
30
）

。
氏
名
の
変
更
に
関
し
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
、
元
恋
人
とF

acebook

で
シ
ェ
ア
し
て
い
た
写
真
が
、
実
名
と
共
に
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
に
利
用
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
上

か
ら
削
除
し
き
れ
ず
、
被
害
女
性
が
二
〇
一
二
年
六
月
に
法
手
続
き
に
基
づ
き
氏
名
を
変
更
し
た
と
い
う
事
件
が
報
道
さ
れ
て
い
る

（
31
）

。
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
で
も
元
交
際
相
手
な
ど
が
撮
影
し
た
性
的
な
映
像
を
、
嫌
が
ら
せ
目
的
で
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
す
る
こ
と
を
処
罰
す
る
法
の

整
備
も
進
む
よ
う
で
あ
る
が
、
第
三
者
に
よ
る
転
載
は
処
罰
の
対
象
と
で
き
な
い
と
さ
れ
る

（
32
）

。
自
分
が
思
い
を
寄
せ
る
相
手
の
気
を
引
く

た
め
に
、
自
分
の
ヌ
ー
ド
画
像
を
相
手
に
送
り
、
そ
の
画
像
が
ネ
ッ
ト
上
に
拡
散
す
る
こ
と
も
あ
る

（
33
）

。
フ
ラ
ン
ス
で
最
初
に
「
忘
れ
ら
れ

る
権
利
」
が
認
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
事
例
の
よ
う
に
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
検
索
結
果
か
ら
の
削
除
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
最
低
限
の
映
像

拡
散
の
防
止
が
で
き
、
氏
名
の
変
更
ま
で
行
わ
な
く
て
も
済
む
で
あ
ろ
う
。
リ
ン
ク
の
削
除
を
認
め
ず
、
名
前
を
変
え
ろ
と
言
う
こ
と
が
、

正
義
で
あ
り
公
益
性
を
守
る
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑷　

中
立
性　

グ
ー
グ
ル
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
「
中
立
性
」
を
主
張
す
る
が
、
既
に
グ
ー
グ
ル
の
中
立
性
の
信
頼
は
失
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
以
下
の
よ
う
な
事
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

ⅰ　

グ
ー
グ
ル
は
二
〇
〇
六
年
に
中
国
へ
進
出
し
た
際
に
、
中
国
政
府
の
検
閲
に
協
力
し
人
権
サ
イ
ト
を
検
索
結
果
か
ら
非
表
示
と
し

八
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個
人
情
報
保
護
の
為
の
検
索
結
果
に
対
す
る
削
除
権
（
水
野
）

（
八
一
）

た
（
34
）

。
二
〇
一
〇
年
に
中
国
本
土
か
ら
撤
退
し
た
が
、
二
〇
一
五
年
九
月
の
報
道
に
よ
る
と
、
再
進
出
を
計
画
し
、
中
国
本
土
内
で
ユ
ー

ザ
ー
の
デ
ー
タ
を
保
存
し
、
中
国
政
府
の
検
閲
要
求
に
応
じ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る

（
35
）

。

ⅱ　

ス
ノ
ー
デ
ン
元
Ｎ
Ｓ
Ａ
職
員
の
文
書
に
よ
っ
て
、
グ
ー
グ
ル
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ア
ッ
プ
ル
な
ど
の
Ｉ
Ｔ

大
手
が
、
利
用
者
の
デ
ー
タ
を
Ｎ
Ｓ
Ａ
に
渡
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

（
36
）

。

ⅲ　

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
社
の
エ
リ
ッ
ク
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
現
会
長
は
、「
政
府
、
市
民
、
Ｉ
Ｔ
企
業
が
テ
ロ
集
団
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
対
処

し
な
け
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
間
違
っ
た
人
々
の
声
を
増
幅
さ
せ
る
道
具
に
な
っ
て
し
ま
う
」。「
憎
悪
や
嫌
が
ら
せ
の
言
葉
を
抽
出

で
き
る
よ
う
な
機
能
を
作
り
、
Ｉ
Ｓ
（
過
激
派
組
織
『
イ
ス
ラ
ム
国
』）
の
よ
う
な
テ
ロ
リ
ス
ト
の
動
画
が
広
ま
る
前
に
削
除
し
、
対
テ
ロ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
広
め
る
べ
き
だ
」
と
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
に
投
稿
し
た

（
37
）

。

こ
の
点
に
関
し
て
言
え
ば
、
一
九
四
四
年
七
月
二
〇
日
の
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
暗
殺
事
件
の
実
行
者S

chtauff enberg

は
、
当
時
テ
ロ
リ
ス

ト
と
さ
れ
た
が
今
日
で
は
英
雄
で
あ
る
し
、
一
九
〇
九
年
一
〇
月
二
六
日
伊
藤
博
文
を
暗
殺
し
た
安
重
根
も
、
韓
国
で
は
国
民
的
英
雄
で

あ
る
。
Ｉ
Ｓ
や
テ
ロ
を
決
し
て
肯
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
一
方
的
に
削
除
す
る
な
ら
ば
中
立
性
の
放
棄
で
あ
ろ
う
。

3　

以
上
の
点
か
ら
し
て
も
、
検
索
結
果
が
客
観
的
、
中
立
的
、
無
責
任
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
は
、
報
道
機
関
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
自
認
も
し
て
い
な
い
。
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
に
も
該
当
し
な
い
余

地
が
あ
り
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
は
宣
伝
営
業
の
補
完
財
で
あ
る
か
ら
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
は
単
な
る
営
利
私
企
業
（
広
告
宣
伝
業
）
で
あ

る
。
検
索
エ
ン
ジ
ン
サ
イ
ト
が
広
告
宣
伝
の
場
な
の
で
あ
り
、
そ
こ
へ
人
を
誘
引
す
る
為
の
道
具
と
し
て
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
利
用
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
し
、
人
の
名
誉
を
毀
損
し
、
誹
謗
中
傷
す
る
検
索
結
果
を
表
示
す
る
こ
と
で
人
を
誘
引
す
る
と
い

う
こ
と
は
条
理
上
か
ら
し
て
も
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
営
利
私
企
業
が
、
営
業
目
的
の
補
完
財
、
つ
ま
り
検
索
結
果
の
内
容

八
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〇
一
六
年
六
月
）

（
八
二
）

に
責
任
を
負
う
と
捉
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、
民
事
事
件
と
し
て
争
う
際
に
グ
ー
グ
ル
の
責

任
に
つ
い
て
争
う
必
要
が
な
く
な
り
、
争
点
は
、
デ
ー
タ
主
体
（
削
除
を
請
求
す
る
者
）
の
利
益
と
公
衆
の
利
益
（
知
る
権
利
）
の
比
較
衡

量
の
問
題
と
な
り
迅
速
な
解
決
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

五　

削
除
権
の
法
的
構
成

検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
が
検
索
結
果
に
つ
い
て
削
除
義
務
を
負
う
と
し
て
、
デ
ー
タ
主
体
が
検
索
結
果
か
ら
の
削
除
を
求
め
る
場
合
、

我
が
国
の
よ
う
に
不
法
行
為
に
基
づ
い
て
請
求
す
る
と
、
源
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
が
人
格
権
侵
害
の
不
法
行
為
と
い
え
な
い
場
合
、
検
索
結

果
リ
ス
ト
も
不
法
行
為
と
は
な
ら
ず
、
削
除
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
場
合
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
高
額
納
税
者
公
示

制
度

（
38
）

に
よ
り
、
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
過
去
の
新
聞
記
事
や
関
連
サ
イ
ト
の
検
索
結
果
や
、
事
件
・
事
故
の
被
害
者
の
実
名
報
道
記
事
や
関

連
サ
イ
ト
の
検
索
結
果
の
削
除
を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
検
索
結
果
リ
ス
ト
の
表
示
に
つ
い
て
、
不
法
行
為
に
基
づ
い
て
削
除
を
請
求
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
自
ら
行
っ
た
違
法
行
為
や
不
法
行
為
の
動
画
等
を
ネ
ッ
ト
上
に
投
稿
し
た
者
が
、
被
害
者
の
為

に
被
害
の
拡
散
を
防
止
す
る
目
的
で
、
公
開
さ
れ
た
画
像
や
コ
ピ
ー
サ
イ
ト
等
の
検
索
結
果
リ
ス
ト
の
削
除
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、
自

招
危
難
に
対
す
る
被
害
者
の
為
に
行
う
正
当
防
衛
な
い
し
緊
急
避
難
と
い
う
複
雑
な
理
由
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
さ

ら
に
、
近
時
、
保
護
者
に
よ
る
幼
児
を
被
写
体
と
し
た
動
画
等
の
投
稿
サ
イ
ト
へ
の
投
稿
が
増
え
て
い
る
が
、
今
後
、
幼
児
が
成
長
し
た

時
に
、
ネ
ッ
ト
上
に
拡
散
し
て
い
る
自
ら
の
動
画
等
や
そ
の
内
容
に
関
す
る
検
索
結
果
リ
ス
ト
の
削
除
請
求
が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
場
合
に
、
児
童
虐
待
や
チ
ャ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
の
画
像
等
は
除
き
、
保
護
者
が
行
っ
た
動
画
等
の
投
稿
が
、
幼
児
の
同
意
を
得
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
人
格
権
に
対
す
る
不
法
行
為
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
デ
ー
タ
主
体
に
よ
る
自
己
情

八
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個
人
情
報
保
護
の
為
の
検
索
結
果
に
対
す
る
削
除
権
（
水
野
）

（
八
三
）

報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

（
39
）

に
基
づ
く
削
除
権
を
認
め
な
け
れ
ば
十
分
な
保
護
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
お
け
る
技
術
と
し
て
ま
だ
一
般
化
し
て
い
る
技
術
で
は
な
い
が
、
画
像
検
索
の
方
法
と
し
て
、
生
態
認
証
技

術
の
一
つ
で
あ
る
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
も
の
が
あ
る

（
40
）

。
こ
れ
は
、
例
え
ば
人
物
Ａ
の
顔
画
像
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
用
い
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
存
在
す
る
画
像
の
中
か
ら
人
物
Ａ
が
写
っ
て
い
る
画
像
を
検
索
し
、
そ
の
検
索
結
果
画
像
の
リ
ス
ト
（
リ
ン
ク
先
を

含
む
）
を
表
示
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
検
索
技
術
に
は
、
肖
像
権
や
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
の
侵
害
画
像
を
発
見
で
き
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
へ
画
像
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
不
法
行
為
と
は
い
え
な
い
画
像
が
検
索
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
誰
で
あ
る
か
知
ら
な
い
Ｘ
を
撮
影
し
た
Ｙ
が
、

こ
の
検
索
技
術
を
利
用
し
て
Ｘ
の
画
像
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
検
索
を
行
っ
た
場
合
に
、
Ｘ
がF

acebook

等
に
実
名
で
自
分
の
画
像
を

掲
示
し
て
い
る
と
、
Ｙ
は
Ｘ
が
誰
で
あ
る
か
を
割
り
出
す
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
。
ま
た
、
大
学
の
教
員
紹
介
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
掲

示
さ
れ
た
Ａ
の
画
像
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
検
索
を
行
う
と
、
誰
か
が
撮
影
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
さ
れ
た
画
像
に
Ａ
が
偶

然
背
景
と
し
て
写
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
検
索
結
果
と
し
て
そ
の
画
像
や
リ
ン
ク
先
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
個
人
情
報

が
紐
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
画
像
が
撮
影
さ
れ
た
と
き
に
Ａ
が
そ
の
場
所
に
い
た
と
い
う
こ
と
が
暴
露
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

顔
画
像
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
本
人
を
特
定
で
き
る
検
索
結
果
を
表
示
す
る
と
い
う
の
は
両
刃
の
剣
で
あ
る
か
ら
、
人
格
権
侵
害
の
危

険
性
が
高
い
と
い
う
理
由
で
検
索
シ
ス
テ
ム
と
し
て
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
技
術
の
利
用
を
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
空
間
に
お
い
て
撮
影
さ
れ
た
画
像
が
デ
ー
タ
主
体
の
同
意
な
し
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
公
開
そ

の
も
の
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
例
え
ば
、
公
共
空
間
や
観
光
地
で
個
人
に
よ
り
撮
影
さ
れ
た
画
像
で
、

八
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）

（
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四
）

デ
ー
タ
主
体
が
背
景
と
し
て
写
っ
て
い
る
場
合
に
、
直
ち
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
肖
像
権
の
侵
害
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か

し
、
顔
生
態
認
証
技
術
を
利
用
す
れ
ば
、
個
人
が
撮
影
し
た
画
像
や
画
像
の
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
関
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
さ
え
も
検
索
結
果

と
し
て
表
示
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
画
像
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
検
索
結
果
に
対
し
不
法
行
為
に
基
づ
く
削
除
請
求
が
認
め
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
回
避
す
る
た
め
に
、
個
人
情
報
が
含
ま
れ
る
検
索
結
果
リ
ス
ト
の
表
示
に
対
す
る
デ
ー
タ
主
体

に
よ
る
自
己
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
基
づ
く
削
除
権
を
認
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

我
が
国
の
個
人
情
報
保
護
法
二
条
三
項
は
「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
と
は
、
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
事
業
の
用
に
供
し
て
い
る

者
」
と
限
定
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、
Ａ
と
い
う
氏
名
の
フ
ォ
ル
ダ
に
Ａ
の
情
報
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
て
、
Ａ
と
い
う
氏
名
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
体
系
的
に
構
成
し
た
も
の
で
あ
り
、「
等
」
と
は
、
政
令
で
定
め
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
処
理
情
報
で
あ
り
、
例
え
ば
病
院
の
カ
ル
テ
や
学
校
の
指
導
要
録
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
定
義
で
は
、
個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ

た
十
年
前
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
用
い
る
情
報
の
集
積
が
な
さ
れ
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
為
の
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の

進
化
に
よ
り
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
す
る
正
鵠
を
射
た
検
索
結
果
を
表
示
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を

「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
個
人
情
報
を
十
分
に
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
現
在
の
検
索
エ
ン
ジ

ン
の
性
能
か
ら
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
」
の
概
念
に
検
索
エ
ン
ジ
ン
シ
ス
テ
ム
を
含
む
と
解
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

な
お
問
題
は
残
る
。
そ
れ
は
、
同
姓
同
名
者
の
情
報
の
混
在
で
あ
る
。
例
え
ば
、
同
姓
同
名
の
二
人
が
別
々
の
犯
罪
を
行
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
一
人
が
全
て
の
犯
罪
を
行
っ
た
よ
う
な
虚
像
が
作
り
出
さ
れ
る
こ
と
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
点
か
ら
し
て
も
、
個
人
情

報
保
護
法
二
条
一
項
に
規
定
さ
れ
る
「
個
人
情
報
」
を
扱
う
者
に
、
情
報
に
関
す
る
管
理
、
保
護
責
任
を
課
す
こ
と
に
よ
り
は
じ
め
て
個

人
情
報
が
保
護
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
定
義
を
変
更
し
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
検
索
エ
ン

八
四



個
人
情
報
保
護
の
為
の
検
索
結
果
に
対
す
る
削
除
権
（
水
野
）

（
八
五
）

ジ
ン
事
業
者
の
検
索
結
果
に
対
す
る
責
任
を
認
め
、
デ
ー
タ
主
体
に
よ
る
検
索
結
果
か
ら
の
削
除
請
求
権
を
認
め
る
事
に
よ
り
、
人
格
権

侵
害
に
対
す
る
一
定
の
防
御
が
果
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
の
改
正
案
で
あ
る
欧
州
議
会
の
「
修
正
案

（
41
）

」

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
社
会
か
ら
、
自
身
の
不
都
合
な
情
報
ば
か
り
で
な
く
、
自
身
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
、

自
身
に
関
連
す
る
検
索
結
果
デ
ー
タ
の
削
除
を
請
求
す
る
権
利
を
よ
り
広
く
認
め
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
、
削
除
権
が
拡
大
さ
れ
る
方
向
に

あ
る
。
こ
れ
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
退
場
す
る
権
利
」
と
も
呼
べ
る
権
利
で
あ
ろ
う
。
我
が
国
の
よ
う
に
人
格
権
侵
害
の
場
合
に
だ

け
不
法
行
為
と
し
て
削
除
請
求
が
可
能
と
な
る
と
す
る
と
、
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
欧
州
と
の
間
に
は
大
き
な
格
差
が
生
ず
る
こ
と

に
な
る
。
他
人
に
知
ら
れ
る
必
要
の
な
い
情
報
を
自
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
権
利
こ
そ
が
個
人
情
報
の
保
護
の
原
則
で
あ
る
べ
き
で
あ

り
、
こ
の
権
利
に
は
当
然
削
除
権
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

六　

削
除
権
を
確
立
す
る
た
め
の
今
後
の
方
策

欧
州
裁
判
所
の
先
行
判
決
に
よ
り
、「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
と
い
う
語
が
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
な
っ
た
。
こ
の
「
忘
れ
ら
れ
る
権

利
」
と
い
う
表
現
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の”le droit a l ’ oubli ”

が
英
語
に
訳
さ
れ
る
際
に
、「
削
除
」・「
消
去
」
で
は
な
く
「
忘
却
」
の

プ
ロ
セ
ス
が
誇
張
さ
れ
す
ぎ
た
為
だ
と
言
わ
れ
て
い
る

（
42
）

。
先
行
判
決
の
中
で
も
、
欧
州
裁
判
所
は
自
身
の
表
現
と
し
て
「
忘
れ
ら
れ
る
権

利
」
と
い
う
語
は
使
用
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
欧
州
委
員
会
に
お
い
て
、「
デ
ー
タ
保
護
指
令
」
に
変
わ
る
も
の
と
し
て
審
議
さ
れ
、

二
〇
一
二
年
一
二
月
一
日
に
公
表
さ
れ
た
「
個
人
デ
ー
タ
取
扱
に
係
る
個
人
の
保
護
及
び
当
該
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
動
に
関
す
る
欧
州
議

会
及
び
理
事
会
の
規
則
提
案
」
の
中
で
は
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
欧
州
議
会
が
二
〇
一
四
年
三
月
一
二
日
に
可
決
し
た
「
修
正
案

（
43
）

」
で

は
、「
削
除
権
」
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。

八
五



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
八
六
）

「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
と
い
う
言
葉
は
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
扱
わ
れ
た
が
、
実
態
は
「
削
除
権
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
44
）

。

し
か
し
、
こ
の
言
葉
の
話
題
性
が
、
欧
州
裁
判
所
の
先
行
判
決
後
に
、
グ
ー
グ
ル
や
ヤ
フ
ー
が
削
除
基
準

（
45
）

を
策
定
、
公
表
し
、
そ
れ
に
従

い
多
く
の
人
た
ち
が
削
除
を
請
求
で
き
る
方
法

（
46
）

が
確
立
さ
れ
た
こ
と
に
貢
献
し
た
意
義
は
大
き
い
と
い
え
る
。
と
は
い
え
、
両
社
が
示
し

た
削
除
基
準
は
決
し
て
十
分
な
も
の
で
は
な
く
、
人
格
権
侵
害
や
削
除
請
求
を
理
由
と
し
て
裁
判
所
の
判
断
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
案
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
グ
ー
グ
ル
の
透
明
性
レ
ポ
ー
ト
の
サ
イ
ト
上
に
「
欧
州
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
基
づ
く
検
索
結
果
の

削
除
リ
ク
エ
ス
ト
」
と
い
う
項
目
が
設
け
て
い
る
の
は
、
先
行
判
決
が
グ
ー
グ
ル
の
特
別
な
状
況
（
表
示
さ
れ
た
検
索
結
果
に
責
任
を
負
わ

な
い
）
を
否
定
し
、
削
除
申
請
に
応
ず
る
義
務
が
な
い
と
い
う
グ
ー
グ
ル
の
主
張
が
否
定
さ
れ
、
グ
ー
グ
ル
に
削
除
を
申
請
す
る
際
は
、

そ
の
点
を
争
う
必
要
が
な
く
、
残
る
は
、
デ
ー
タ
主
体
の
利
益
と
公
衆
の
利
益
の
比
較
衡
量
の
判
断
と
い
う
こ
と
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い

か
ら
で
あ
る
。
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
こ
の
基
準
（
営
業
の
利
益
は
、
人
格
権
に
優
先
し
な
い
。
請
求

に
よ
り
原
則
と
し
て
削
除
の
義
務
を
負
う
）
に
従
っ
た
削
除
権
を
受
け
入
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
裁
判
に
よ
る
場
合
の
削
除
の
判
断
を
削
除
請

求
権
者
の
利
益
と
公
衆
の
知
る
権
利
と
の
比
較
衡
量
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
欧
州
議
会
が
可
決
し
た
「
修
正
案

（
47
）

」
で
は
、
個
人
デ
ー
タ
の
収
集
・
処
理
に
関
す
る
同
意
の
撤
回
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
撤
回

に
基
づ
く
削
除
権
が
認
め
ら
れ
、
削
除
権
行
使
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
同
意
を
重
視
す
る
欧
州
の
考
え
方

（
48
）

に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
管
理
が
ま
と
も
に
で
き
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
同
意
を
ど
れ
だ
け
強
調
し
て
も
、

そ
れ
は
単
な
る
儀
式
に
す
ぎ
な
い
」
と
す
る
批
判
が
あ
る
と
言
わ
れ
る

（
49
）

。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
の
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
の
規
制
で
は
、
画

像
を
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
す
る
「
同
意
」、
つ
ま
り
情
報
の
処
理
の
同
意
の
存
否
を
問
題
と
し
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、

同
意
を
不
要
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

八
六



個
人
情
報
保
護
の
為
の
検
索
結
果
に
対
す
る
削
除
権
（
水
野
）

（
八
七
）

検
索
結
果
か
ら
リ
ン
ク
を
削
除
す
る
と
い
う
権
利
は
、
源
に
な
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
不
自
由
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
グ
ー
グ
ル
は
「C

hillingE
ff ects.org

」
と
い
う
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
検
索
結
果
の
客
観
性
、
手
続
き
の
透
明
性
を
担
保
す
る
た

め
と
し
て
、
検
索
結
果
を
人
為
的
に
削
除
し
た
場
合
に
は
、
削
除
結
果
に
つ
い
て
公
表
し
て
い
る
。
削
除
処
理
の
客
観
性
、
透
明
性
を
確

保
す
る
必
要
性
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
で
は
グ
ー
グ
ル
製
「
ま
と
め
サ
イ
ト
」
で
あ
り
、
削
除
の
実
効
性
を
失
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
で
は
、
ロ
イ
ポ
ル
ト
が
、
先
行
判
決
に
つ
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
為
に
最
善
と
思
わ
れ
る
方
法
を
導
き
出
し
た
先
行
判
決
は
、

ス
ト
ラ
イ
サ
ン
ド
効
果

（
50
）

に
よ
り
プ
ラ
バ
シ
ー
保
護
が
い
か
に
難
し
い
か
と
い
う
裁
判
劇
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
す
る
の
と
同
様
の
結

果
を
生
じ
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
。
リ
ン
ク
を
削
除
さ
れ
た
サ
イ
ト
の
制
作
者
か
ら
の
理
由
開
示
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
開
示
し
、
反
論
の

機
会
を
与
え
る
と
す
れ
ば
客
観
性
と
透
明
性
を
確
保
で
き
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
欧
州
裁
判
所
先
行
判
決
は
、
一
般
人
の
利
益
と
公
衆
の
知
る
権
利
と
の
比
較
衡
量
と
、
公
的
な
立
場
に
あ
る
者
の
利
益
と
公
衆

の
知
る
権
利
と
の
比
較
衡
量
に
差
が
生
じ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
一
般
人
と
し
て
の
立
場
か
ら
検
索
結
果
か
ら
の
削
除
を
認
め
ら
れ
削

除
さ
れ
た
者
が
、
後
に
公
人
に
な
ろ
う
と
し
た
場
合
、
こ
の
削
除
結
果
は
取
り
消
さ
れ
元
に
戻
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
こ
の
削
除
結
果
の
公
表
は
有
益
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
公

職
選
挙
法
を
改
正
し
、
検
索
結
果
か
ら
の
削
除
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
事
実
の
公
表
を
義
務
づ
け
る
よ
う
に
す
れ
ば
解
決
で

き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
個
人
情
報
の
保
護
に
基
づ
く
削
除
権
を
認
め
、
人
格
権
と
知
る
権
利
の
調
和
が
図
ら
れ
た
検
索
結
果
の
提
供
こ
そ
が
、

検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
の
あ
る
べ
き
姿
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

八
七



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
八
八
）

（
1
） 

「（M
edia T

im
e

）
ネ
ッ
ト
デ
マ
、
許
す
空
気
」　

朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
版　

二
〇
一
四
年
二
月
一
四
日
。http://w

w
w
.asahi.com

/
（
2
） 

「
検
索
結
果
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
有
識
者
会
議
報
告
書
」　Y

ahoo Japan　

二
〇
一
五
年
三
月
三
〇
日　

九
頁
。

http://i.yim
g.jp/i/docs/publicpolicy/blog/20150330/S

earch_results_and_privacy.pdf

（
3
） 
安
田　

浩
一　
「
ネ
ッ
ト
私
刑
」　

扶
桑
社　

二
〇
一
五
年　

一
七
五
頁
。

（
4
） 

安
田　

前
掲
（
3
）　

一
七
三
頁
。

（
5
） 

Ｅ
Ｕ
法
の
効
果
的
か
つ
統
一
的
な
適
用
の
観
点
か
ら
、
時
と
し
て
加
盟
国
の
国
内
裁
判
所
は
Ｅ
Ｕ
法
の
解
釈
の
確
認
、
明
確
化
の
観
点
か
ら
欧

州
連
合
司
法
裁
判
所
に
照
会
し
、
欧
州
連
合
司
法
裁
判
所
が
、
当
該
加
盟
国
の
国
内
法
が
Ｅ
Ｕ
法
に
適
合
し
て
い
る
か
を
確
認
し
意
見
を
下
す
こ
と

を
先
行
判
決
（
先
決
的
判
決
）
と
い
う
。http://w

w
w
.lu.em

b-japan.go.jp/japanese/eu/justice.htm
#I　

参
照
。

（
6
） E

uG
H
, G

roße K
am

m
er U

rteil vom
 13. M

ai 2014 ‒ C
-131/12 ‒, Juris https://w

w
w
.juris.de/jportal/index.jsp

（
7
） 

中
西　

優
美
子　
「G

oogle
と
Ｅ
Ｕ
の
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
（
削
除
権
）」（
Ⅵ
⑵
）【
Ｅ
Ｕ
法
に
お
け
る
先
決
裁
定
手
続
き
に
関
す
る
研
究
⑺
】」　

『
自
治
研
究
』　

九
〇
巻
九
号　

九
七
頁
。

（
8
） „R

IC
H
T
L
IN

IE
 95/46/E

G
 D

E
S
 E

U
R
O
P
A
IS

C
H
E
N
 P

A
R
L
A
M

E
N
T
S
 U

N
D
 D

E
S
 R

A
T
E
S
 vom

 24. O
ktober 1995 zum

 

S
chutz natürlicher P

ersonen bei der V
erarbeitung personenbezogener D

aten und zum
 freien D

atenverkehr“, http://eur-lex.

europa.eu/legal-content/E
N
/T

X
T
/P

D
F
/?uri=C

E
L
E
X
:31995L

0046&
from

=de

な
お
、
和
訳
は
、「
個
人
デ
ー
タ
処
理
に
係
る
個
人
の
保
護
及
び
当
該
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
動
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
の
指
令
」

（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
検
討
Ｗ
Ｇ
訳
）
参
照
。

http://w
w
w
.isc.m

eiji.ac.jp/̃sum
w
el_h/doc/intnl/D

irect-1995-E
U
.htm

（
9
） 

デ
ー
タ
保
護
指
令
二
条
ｄ
「「
管
理
者
」
と
は
、
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
の
目
的
及
び
手
段
を
決
定
す
る
自
然
人
、
法
人
、
公
的
機
関
、
政
府
機

関
、
又
は
そ
の
他
の
全
て
の
団
体
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
。
処
理
の
目
的
及
び
手
段
が
国
家
の
又
は
Ｅ
Ｃ
の
法
律
や
規
則
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る

場
合
に
は
、
国
家
又
は
Ｅ
Ｃ
の
法
律
は
、
管
理
者
又
は
そ
の
指
名
に
対
す
る
特
定
の
基
準
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

（
10
） 

内
村　

國
臣
、
小
林　

勝　

訳
「（
試
訳
）
欧
州
連
合
基
本
権
憲
章
」

八
八



個
人
情
報
保
護
の
為
の
検
索
結
果
に
対
す
る
削
除
権
（
水
野
）

（
八
九
）

七
条　

私
的
及
び
家
庭
生
活
の
権
利

　

何
人
も
、
自
己
の
私
的
お
よ
び
家
庭
生
活
、
住
居
な
ら
び
に
通
信
の
尊
重
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
。

八
条　

個
人
情
報
の
保
護

⑴　

何
人
も
、
自
己
に
関
係
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
対
す
る
権
利
を
有
す
る
。

⑵　

 

個
人
情
報
は
、
当
該
者
の
承
諾
に
基
づ
い
て
、
ま
た
は
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
そ
の
他
の
合
法
的
基
礎
に
基
づ
い
て
、
明
記
さ
れ
た
目
的

の
為
に
公
明
正
大
に
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
人
も
、
自
己
に
関
係
す
る
収
集
さ
れ
た
情
報
の
ア
ク
セ
ス
に
対
す
る
権
利
お
よ
び
情

報
の
誤
り
を
正
す
権
利
を
有
す
る
。

⑶　

こ
の
規
則
の
遵
守
は
独
立
の
機
関
に
よ
る
監
督
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

　

 http://w
w
w
.cgu.ac.jp/P

ortals/0/data1/cguw
w
w
/03/14_0102/047-13.pdf#search='%

E
6%

A
C
%
A
7%

E
5%

B
7%

9E
%
E
5%

9F
%
B
A

%
E
6%

9C
%
A
C
%
E
6%

A
8%

A
9%

E
6%

86%
B
2%

E
7%

A
B
%
A
0' .

（
11
） 

欧
州
連
合
司
法
裁
判
所
法
務
官
は
、
裁
判
所
を
補
佐
し
、
案
件
に
関
し
、
完
全
に
公
平
か
つ
独
立
の
立
場
か
ら
、
理
由
を
付
し
た
意
見
を
公
判

に
提
出
す
る
。　

http://w
w
w
.lu.em

b-japan.go.jp/japanese/eu/justice.htm
#I　

参
照
。

（
12
） A

ndreas L
eupold, „G

oogle und der S
treisan-E

ff ekt : D
as Internet vergisst nicht“ M

R
-Int, 2014, 3-6, V

gl. S
. 4f.

「
デ
ー
タ
保

護
指
令
三
条
が
予
定
す
る
の
は
、
Ｅ
Ｕ
域
内
に
あ
る
支
社
に
よ
る
個
人
情
報
の
処
理
で
は
な
く
、
支
社
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
経
済
的
つ
な
が
り

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
拡
張
解
釈
は
、
制
定
当
時
も
そ
の
後
の
Ｅ
Ｕ
委
員
会
も
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
広
き
に
失
す
る
」
と
批
判
す
る
。

（
13
） N

iilo Jääskinen,“S
C
H
L
U
S
S
A
N
T
R
Ä
G
E
 D

E
S
 G

E
N
E
R
A
L
A
N
W

A
L
T
S

“, vom
 25. Juni 2013, R

echtssache C
-131/12 G

oogle 

S
pain S

L
, G

oogle Inc. gegen A
gencia E

spañola de P
rotección de D

atos 

（A
E
P
D

）, M
ario C

osteja G
onzález. V

gl. R
n.86.

http://curia.europa.eu/juris/celex.jsf?celex=62012C
C
0131&

lang1=de&
type=T

X
T
&
ancre=

（
14
） A

ndreas L
eupold, a.a.O

. V
gl. S

.4f.

（
15
） N

iilo Jääskinen, a.a.O
. V

gl. R
n. 108.

（
16
） 

「
仮
処
分
申
請　

グ
ー
グ
ル
に
「
検
索
結
果
の
削
除
」
命
ず
」　

判
決
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト　

参
照
。

八
九



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
九
〇
）

http://w
w
w
.hanreihisho.com

/user-cgi-bin/digest/dtlview
.cgi .

（
17
） 

「
ヤ
フ
ー
検
索
結
果
「
削
除
不
要
」「
雑
誌
で
過
去
公
表
」
証
拠
に
」　

朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
版　

二
〇
一
五
年
一
二
月
一
六
日
。

（
18
） 
神
田　

知
宏　
「
グ
ー
グ
ル
検
索
結
果
削
除
仮
処
分
命
令
申
立
事
件
」　
『
ネ
ッ
ト
社
会
と
忘
れ
ら
れ
る
権
利　

個
人
デ
ー
タ
削
除
の
裁
判
例
と

そ
の
法
理
』　

奥
田
喜
道　

編　

現
代
人
文
社　

二
〇
一
五
年　

一
二
三
頁
以
下　

参
照
。

（
19
） 

宇
賀　

克
也　
「
個
人
情
報
保
護
法
の
逐
条
解
説
」　

第
二
版　

二
〇
〇
五
年　

有
斐
閣　

三
五
頁
、
園
部　

逸
夫　
「
個
人
情
報
保
護
法
の
解

説
」　

改
訂
版　

平
成
一
七
年　

ぎ
ょ
う
せ
い　

五
三
頁
。

（
20
） 

神
田　

前
掲　
（
18
）　

一
一
三
頁
。

（
21
） 

「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
は
ネ
ッ
ト
社
会
を
変
え
る
か
？
」　

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
。

http://w
w
w
.nhk.or.jp/gendai/kiroku/detail02_3219_all.htm

l　

参
照
。

（
22
） „R

IC
H
T
L
IN

IE
 2000/31/E

G
 D

E
S
 E

U
R
O
P
A

ÏS
C
H
E
N
 P

A
R
L
A
M

E
N
T
S
 U

N
D
 D

E
S
 R

A
T
E
S
 vom

 8. Juni 2000 über 

bestim
m
te rechtliche A

spekte der D
ienste der Inform

ationsgesellschaft, insbesondere des elektronischen G
eschäftsverkehrs, 

im
 B

innenm
arkt 

（„R
ichtlinie über den elektronischen G

eschäftsverkehr“

）“, http://eur-lex.europa.eu/L
exU

riS
erv/L

exU
riS

erv.

do?uri=O
J:L

:2000:178:0001:0016:D
E
:P

D
F
.

（
23
） 

検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
へ
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
の
適
用
を
認
め
る
も
の
と
し
て
、
高
田　

寛
「
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
社
会
的
影
響
と
法
的

問
題
│G

oogle

を
例
に
│
」　

産
業
能
率
大
学
紀
要　

第
二
九
巻　

第
一
号　

六
三
頁　

参
照
。

（
24
） 

「
提
言
」　

プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
検
証
Ｗ
Ｇ　

総
務
省　

平
成
二
三
年　

六
六
頁　

参
照
。

（
25
） 

京
都
地
裁
平
成
二
六
年
八
月
七
日
判
決
（2014W

L
JP

C
A
08076001 W

estlaw
 Japan 

参
照
）
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
よ
る
検
索
結
果
リ
ス

ト
の
表
示
に
よ
る
摘
示
事
実
は
名
誉
毀
損
に
は
当
た
ら
な
い
し
、
逮
捕
事
実
に
関
す
る
サ
イ
ト
の
検
索
結
果
リ
ス
ト
の
摘
示
は
、
名
誉
毀
損
に
係
る

不
法
行
為
の
全
て
の
要
件
を
充
足
し
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
法
典
集
四
七
編
二
三
〇
条
は
、「
双
方
向
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
サ
ー
ビ
ス
の
い
か
な
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ま
た
は
ユ
ー
ザ
ー
も
、
他
の
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供
者
が
提
供
す
る
情
報
の
出
版
者
ま
た
は
代
弁
者
と

し
て
の
責
任
を
負
わ
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。https://w

w
w
.law

.cornell.edu/uscode/text/47/230　

参
照
。

九
〇



個
人
情
報
保
護
の
為
の
検
索
結
果
に
対
す
る
削
除
権
（
水
野
）

（
九
一
）

（
26
） 2013W

L
JP

C
A
12168020. W

est L
aw

 Japan. https://go.w
estlaw

japan.com
/w

ljp/app/signon/display
（
27
） N

icholas C
arr　

「
ネ
ッ
ト
・
バ
カ　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
わ
た
し
た
ち
の
脳
に
し
て
い
る
こ
と
」
篠
儀
直
子　

訳　

青
土
社　

二
〇
一
〇
年　

二
二
一
頁
以
下
。

（
28
） 
「
グ
ー
グ
ル
と
Ｅ
Ｕ
、
全
面
対
決
欧
州
委
「
競
争
法
違
反
の
疑
い
」」　

朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
版　

二
〇
一
五
年
四
月
一
六
日
。

（
29
） 

東
京
地
裁
棄
却
（
平
成
二
一
年
一
二
月
二
一
日
）　2011W

L
JP

C
A
12218030 W

est L
aw

 Japan　

参
照
。

（
30
） 

「G
oogle and S

earch for the F
uture

（
グ
ー
グ
ル
と
未
来
の
為
の
検
索
）」
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル　

二
〇
一
〇
年
八

月
一
四
日　

電
子
版　

参
照
。　

http://w
w
w
.w

sj.com
/articles/S

B
10001424052748704901104575423294099527212 .

（
31
） 

「
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
、
米
で
深
刻
化
、
削
除
し
き
れ
ず
氏
名
変
更
も
」　

朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
版　

二
〇
一
四
年
三
月
二
〇
日
。

（
32
） 

「
金
も
う
け
に
悪
用
、
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
募
る
サ
イ
ト
続
々
」　

朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
版　

二
〇
一
四
年
三
月
二
〇
日
。

（
33
） 

「
世
界
発
二
〇
一
〇　

子
を
追
い
つ
め
る
携
帯　

米
、
画
像
流
出
で
自
殺
の
ケ
ー
ス
も
」　

朝
日
新
聞　

朝
刊
（
一
三
版
）　

二
〇
一
〇
年
一
月

七
日　

八
頁
。

（
34
） 

「
グ
ー
グ
ル
、
中
国
撤
退
も　

サ
イ
ト
攻
撃
・
検
閲
理
由
に
」　

朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
版　

二
〇
一
〇
年
一
月
一
三
日
。

（
35
） 

「G
oogle

、
五
年
ぶ
り
に
中
国
本
土
復
帰
か
、
ア
プ
リ
ス
ト
ア
計
画
中
」　

日
経
Ｂ
Ｐ
社　

電
子
版　

二
〇
一
五
年
九
月
七
日
。

IT
P
ro http://itpro.nikkeibp.co.jp/atcl/new

s/15/090702893/?rt=nocnt

（
36
） 

「
日
本
の
個
人
情
報
も
筒
抜
け
「
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
が
Ｎ
Ｓ
Ａ
に
」」　

朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
版　

二
〇
一
五
年
九
月
六
日
。

（
37
） 

「
テ
ロ
、
投
稿
削
除
の
ジ
レ
ン
マ　

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
め
ぐ
り
米
で
議
論
」　

朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
版　

二
〇
一
五
年
一
二
月
一
三
日
。

（
38
） 

税
法
に
基
づ
い
て
、
高
額
納
税
者
を
公
示
す
る
と
い
う
制
度
。
所
得
税
、
法
人
税
、
相
続
税
、
贈
与
税
の
各
法
に
基
づ
く
高
額
所
得
税
額
者
が

公
示
の
対
象
と
な
り
、
例
え
ば
、
所
得
税
法
の
該
当
者
は
、
氏
名
・
住
所
・
所
得
額
が
、
相
続
税
、
贈
与
税
の
該
当
者
は
、
氏
名
・
納
税
地
・
課
税

価
格
が
公
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
制
度
は
、
個
人
情
報
保
護
制
度
の
整
備
に
よ
り
二
〇
〇
六
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

（
39
） 

水
野　

正　
「
道
路
周
辺
映
像
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
│
住
居
画
像
の
提
供
を
中
心
と
し
て
│
」　

日
本
法
学
八
一
巻
二
号　

一
五
四
頁
以
下
、

一
六
五
頁
以
下　

参
照
。

九
一



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
九
二
）

（
40
） 

例
え
ば
、http://w

w
w
.pictriev.com

/?lang=ja　

参
照
。

（
41
） „L

egislative E
ntschließung des E

uropäischen P
arlam

ents vom
 12. M

ärz 2014 zu dem
 V

orschlag für eine V
erordnung des 

E
uropäischen P

arlam
ents und des R

ates zum
 S

chutz natürlicher P
ersonen bei der V

erarbeitung personenbezogener D
aten und 

zum
 freien D

atenverkehr 

（allgem
eine D

atenschutzverordnung

）（C
O
M

（2012

）0011 ‒ C
7-0025/2012 ‒ 2012/0011

（C
O
D

））“,

http://w
w
w
.europarl.europa.eu/sides/getD

oc.do?pubR
ef=-//E

P
//T

E
X
T
+T

A
+P

7-T
A
-2014-0212+0+D

O
C
+X

M
L
+V

0//D
E
 .

（
42
） 

宮
下　

紘　
「
個
人
情
報
保
護
に
お
け
る
国
際
的
枠
組
み
の
改
正
動
向
調
査
」　

消
費
者
庁　

平
成
二
六
年
三
月
二
八
日
四
三
頁
。

（
43
） 

前
掲
（
41
）　

参
照
。

（
44
） L

eupold a.a.O
. V

gl. S
.5f. 

ロ
イ
ポ
ル
ト
は
、「
レ
ー
バ
ッ
ハ
事
件
判
決
（B

verfG
E
 32,202

）」
を
引
用
し
て
古
く
か
ら
あ
っ
た
削
除
の
問

題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
小
山　

剛　
「
放
送
に
よ
る
犯
罪
報
道
と
人
格
権
│
レ
ー
バ
ッ
ハ
事
件
│
」『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
』　

第
二
版　

一
九
九
六
年　

信
山
社　

一
八
三
頁　

参
照
。

（
45
） 

グ
ー
グ
ル
の
削
除
基
準
で
は
、
名
誉
を
毀
損
す
る
よ
う
な
内
容
等
は
対
象
の
可
能
性
に
含
ま
れ
な
い
。
ヤ
フ
ー
の
削
除
基
準
で
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
対
す
る
権
利
侵
害
が
明
白
で
あ
り
、
重
大
で
緊
急
性
が
あ
る
場
合
で
あ
る
と
す
る
。
な
お
、
グ
ー
グ
ル
の
削
除
基
準
に
つ
い
て
は
、

https://support.google.com
/w

ebsearch/answ
er/2744324

、
ヤ
フ
ー
の
削
除
基
準
に
つ
い
て
は
、「
検
索
結
果
の
非
表
示
措
置
の
申
告
を
受
け

た
場
合
の
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
対
応
方
針
に
つ
い
て
」http://publicpolicy.yahoo.co.jp/2015/03/3016.htm

l

、
参
照
。

（
46
） 

欧
州
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
基
づ
く
検
索
結
果
の
削
除
リ
ク
エ
ス
ト
二
〇
一
四
年
五
月
二
九
日
〜
二
〇
一
六
年
二
月
一
八
日
、G

oogle

が
削
除

の
た
め
に
評
価
し
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
総
数
：
一
、三
七
四
、二
五
七
件G

oogle

が
受
け
取
っ
た
リ
ク
エ
ス
ト
の
総
数
三
八
九
、八
〇
四
件
で
あ
る
と
し
て

い
る
。G

oogle

透
明
性
レ
ポ
ー
ト
。　

https://w
w
w
.google.com

/transparencyreport/rem
ovals/europeprivacy/?hl=ja

（
47
） 

「
修
正
案
」
一
七
条
一
項
は
、「
以
下
の
理
由
の
い
ず
れ
か
が
当
て
は
ま
る
と
き
、
デ
ー
タ
主
体
は
管
理
者
か
ら
デ
ー
タ
主
体
個
人
に
関
す
る

デ
ー
タ
の
削
除
と
、
こ
の
デ
ー
タ
の
さ
ら
な
る
拡
散
の
中
止
、
お
よ
び
こ
の
個
人
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
関
連
事
項
並
び
に
す
べ
て
の
コ
ピ
ー
と
複
製

物
の
削
除
を
要
求
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
事
由
と
し
て
、
ａ
）
収
集
・
処
理
の
目
的
と
の
関
係
で
デ
ー
タ
が
も
は
や

必
要
で
な
く
な
っ
た
場
合
、
ｂ
）
デ
ー
タ
主
体
が
、
六
条
一
項
ａ
に
従
っ
た
処
理
の
根
拠
を
な
し
た
同
意
を
撤
回
す
る
、
あ
る
い
は
同
意
を
与
え
た

九
二



個
人
情
報
保
護
の
為
の
検
索
結
果
に
対
す
る
削
除
権
（
水
野
）

（
九
三
）

期
間
が
終
了
し
、
デ
ー
タ
の
処
理
の
為
の
ほ
か
の
法
的
根
拠
が
欠
け
る
場
合
、
ｃ
）
デ
ー
タ
主
体
が
一
九
条
に
従
い
異
議
申
立
権
を
行
使
し
た
場
合
、

ｃ
ａ
）
連
合
内
の
裁
判
所
又
は
調
整
機
関
が
、
デ
ー
タ
主
体
の
デ
ー
タ
が
削
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
確
定
力
の
あ
る
決
定
を
し
た
場
合
、

ｄ
）
デ
ー
タ
が
違
法
に
処
理
さ
れ
た
場
合
、
を
挙
げ
て
い
る
。
な
お
、
前
掲
（
41
）　

参
照
。

（
48
） 
欧
州
に
お
け
る
同
意
に
関
す
る
理
論
は
ド
イ
ツ
で
発
展
し
た
情
報
自
己
決
定
の
概
念
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
水
野　

前
掲
（
39
）　

一
五
四
頁

以
下　

参
照
。

（
49
） 

宮
下　

紘　
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
を
め
ぐ
る
攻
防
」　

比
較
法
雑
誌
四
七
巻
第
四
号　

日
本
比
較
法
研
究
所　

五
二
頁　

参
照
。

（
50
） A

ndreas L
eupold, a.a.O

. V
gl. S

.6.　

先
行
判
決
以
降
、「G

oogle.de

で
原
告
の
名
前
で
検
索
で
き
る
サ
イ
ト
が
四
〇
、〇
〇
〇
件
に
も
な

る
」
と
し
て
い
る
。
ス
ト
ラ
イ
サ
ン
ド
効
果
と
は
、
あ
る
情
報
を
隠
蔽
、
除
去
し
よ
う
と
努
力
す
る
と
、
か
え
っ
て
そ
の
情
報
を
広
範
囲
に
拡
散
さ

せ
て
し
ま
う
現
象
を
い
う
。

九
三
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